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᳜≀㤶Ẽᡂศࡢ⏕合ᡂ㓝⣲ࡢᶵ⬟㐍ᛂไᚚᶵᵓ㛵ࡿࡍ◊✲ 

⫧ሯᓫ⏨（ᒣཱྀ大㝔・⛉）

 
⌧Ꮡの生物✀は進化ୖᴟࡵて࡞ࡎࢃ成ຌ࡛ࡾ࠶㸪植物は࡞ࡲࡊࡲࡉእⓗ環境に㐺応する

たࡵ㸪ሗ化学物質ࡸ自己防⾨物質とࡋて機能する「香気成分」を生⏘する能ຊを⋓ᚓ㸪進化

࡞に࠺ࡼ香気成分を生成する࡞てከᵝࡋに࠺ࡼの㸪ࡽ㡭ࡘいࡀ㸪植物ࡋࡋࠋたࡁてࡏࡉ

生⏘する「⬡⫫᪘ࡀての✀子植物すࡰは㸪⪅₇ࠋい࡞たはᩘᑡࡋにࡽを᫂たのࡗ

香気成分」ࡧࡽ࡞に構㐀ከᵝᛶの高い「ⰾ香᪘香気成分」を研究対㇟とࡋて㸪化学構㐀をつᐃ

する生合成酵素の機能解析にྲྀ⤌ࡳ㸪⬡⫫᪘㸪ⰾ香᪘香気成分の生合成酵素の機能進化と反応

制御機構のᐜ解᫂を┠ᣦࡋて研究を⾜ࡗてࡁたࠋᮏㅮ₇࡛は୍㐃の研究のࡕ࠺㸪▷㙐ルࢹ

ࡔていたࡏࡉいて⤂ࡘる㘽酵素にࢃロパノイド㢮の生成に関ࣉルࢽ࢙発ᛶフࡧࡼ࠾ドࣄ

 ࠋࡃ
⭷⬡質ࡽ酸化ⓗに代謝ࢀࡉて生成ࢀࡉる⬡⫫᪘化合物は㸪ື 物⣽⬊࡛は⅖ࡸ免疫を制御

ࡑࠋているࢀࡽて知ࡋィエーターとࢹ生⫱制御を㥑ືする⬡質メࡸ⟆㸪植物࡛は生体防御応ࡋ

の中࡛ࡶ㸪Ⅳ素ᩘ 6 の▷㙐ルࣄࢹドは㸪「ࡾࡳの香ࡾ」とࢀࡤ㸪植物⏺にᗈࡃ分ᕸࡋて

いるࠋ▷㙐ルࣄࢹドは㸪⬡⫫酸ࡀリポキシࢼࢤーࢮ（LOX）࡛酸素ῧຍࢀࡉ㸪⬡⫫酸ࣄドロ

࣒クロࢺシࡀキシド࢜ル࣌ドロࣄのࡇ㸪ࡾ࡞キシドと࢜ル࣌ P450（CYP74）ファミリーにᒓ

する⬡⫫酸ࣄドロ࣌ル࢜キシドリーࢮ（HPL）にࡾࡼ開するࡇと࡛生合成ࢀࡉるࡇࠋのࡼ

は㸪in silico に⪅₇ࠋたࡗ࡞は࡛ᐃたのࡋᚓ⋓ࡘ進化の㐣⛬࡛いࡀ生合成⣔を植物࡞࠺
㸪LOXࡽ生化学ⓗ解析ࡃに酵素活ᛶにᇶ࡙ࡧࡽ࡞解析࣒ノࢤるࡼ た⸴㢮にࡵラン⸴をྵࡀ

ࠋた୍ࡋてド᫂ࡵとをୡ⏺࡛初ࡇᏑᅾするࡶ ᪉㸪㌴㍈⸴㢮のクࣞࢯࣈルミࢹィウࡸ࣒ⱏ㢮のࢮ

࡛ࢣࢦࢽ HPL ホモログࡀぢࡘるࡶのの㸪▷㙐ルࣄࢹド生成活ᛶはࡃ࡞㸪ࡑの HPL ホモロ

グは植物ホルモンのジࣕスモン酸๓㥑体生成能を♧すࡇとを᫂ࡽにࡋたࠋ⹊㢮ࣄメࢶリࢿ࢞

の࡛ࢣࢦ HPL 活ᛶのሗ࿌と合ࡏࢃると㸪生物進化の㐣⛬࡛植物は᭱初にジࣕスモン酸を生成

する能ຊを⋓ᚓࡋ㸪㝣ୖ進ฟࡋたᚋ㸪⹊㢮௨㝆に㸪植㣗ᛶ᪻࡞の㐺応とࡋて㸪▷㙐ル

にࡵฟすたࡾドを作ࣄࢹ CYP74 ファミリーの酵素機能㸪代謝⣔を進化ࡏࡉたࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀ

たࠋ 
ⰾ香᪘香気成分とࡋて知ࢀࡽる発ᛶフࢽ࢙ルࣉロパノイド㢮は㸪࣋ンࢮン環（C6）に┤

㙐≧ࣉロ࣌ン（C3）ࡀ⤖合ࡋた C6-C3 をᇶᮏ㦵᱁とࡋ㸪C3 ഃ㙐の❧体構㐀㸪࣋ンࢮン環（C6）
構㐀にከᵝᛶࡀぢࢀࡽるࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ㸪ࡑの生合成⤒㊰はいࡘࡃの中㛫体の構㐀を㝖いて

ᮍ解࡛᫂ࡗ࠶た࡛ࡇࡑࠋ㸪香気成分ࡀჾᐁ≉␗ⓗに生合成㸪✚ࢀࡉるとい࠺≉ᚩに╔┠ࡋ㸪

ࡽⰼᘚࢽࣗࢳ࣌ࡧࡼ࠾࣒ライコーࢺジルのࣂ EST ࢽ࢙㸪発ᛶフࡋースを構⠏࣋ータࢹ

ルࣉロパノイド㢮のリルᆺ㸪イࢯᆺ㦵᱁のᙧ成を制御する࢜イࢤノール/イ࢜ࢯイࢤノール

合成酵素（EGS/IGS）を༢㞳するࡇとに成ຌࡋたࡽࡉࠋに㸪ᇶ質㢮⦕体を用いた X ⥺⤖ᬗ構㐀

解析にࡼる構㐀生物学ⓗࣉローࡽࢳ酵素活ᛶ中心を᫂ࡽにࡋ㸪キノンメࢳド中㛫体を

する反応機構をᐇドࡋたࡇࠋの発ぢを⓶ษࡾに㸪࡞ࡲࡊࡲࡉ植物✀ࡽᮏ酵素㑇ఏ子をྠᐃࡋ㸪

␗≉㸪生成物ࡾࢃኚࡀングࢽけるᇶ質のポジシࣙ࠾て活ᛶ中心にࡗࡼミノ酸ṧᇶにᩘࡎࢃ

ᛶࡀỴᐃࢀࡉるࡇとを᫂ࡽにࡋたࠋ 
植物香気成分は㸪生物㛫┦作用のシグࢼル物質とࡋての生ែ学ⓗ機能をᯝたࡋている㸪

་⒪分㔝ࡸ㣗ရフࣞーࣂーとࡋての利用ࡀᮇᚅࢀࡉているࠋᚋは植物のࡘࡶ代謝ຊを᭱大㝈

に活用ࡋた物質生⏘を┠ᣦࡋ㸪香気成分の研究を進ࡵるࡇと࡛㸪ᇶ♏ࡽ応用にࡀ࡞ࡘる農ⱁ

化学研究の発展に㈉⊩ࡋていࡁたいࠋ 
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͆ホࣔキࣛルポࣜ-Ț-ࢢルࢱミン㓟͇⏕合ᡂ⨨ࡢศᏊゎᯒᚤ⏕≀ᕤ学⏝ 

ⰱ内 ㄔ（㧗▱大・㎰ᯘᾏὒ）

 
 微生物は⫗║࡛はぢるࡇとの࡛࡞ࡁい微小࡞生物࡛࠶るࡀ㸪ᆅ⌫ୖのとࡺࡽ࠶ࢇる環境

に生ᜥࡋ㸪ᆅ⌫環境ࡸ⚾たࡕの生活とᐦ᥋࡞関ࡾࢃをࡗࡶているࠋ⇕Ỉࡀᄇฟする海ᗏの高 

環境㸪ᴟᆅ➼のప 環境㸪῝海の࡞࠺ࡼ高ᅽ㸭㉸㈋ᰤ㣴環境㸪ሷ†の࡞࠺ࡼ高ሷ環境➼㸪ᴟ㝈

ⓗ࡞環境にࡶ微生物は㐺応ࡋているࠋᆅ⌫እ生命᥈⣴のモࢹルに࡞࠺ࡑࡾ࡞ࡶ㸪いࡺࢃるᴟ㝈

環境微生物の㐺応ᡓ␎を῝ࡃ⌮解ࡋ㸪᪂た࡞⏘ᴗ応用にࡆ⧄࡛ࡲるࡇとのᮇᚅは大ࡁいࠋ 
 ᭱㏆㸪環境㐺応ᅉ子㸯－㸲）とࡋての“ポリ-Ȗ-グルタミン酸（PGA）”にὀ┠ࡀ㞟ࡗࡲているࠋPGA
は⣡㇋の⣒の成分とࡋて知ࢀࡽるࡀ㸪⣡㇋⳦のにࡶ PGA を作る微生物はᏑᅾࡋ㸪ࡑのከࡃ

ࠋᐇはὀ┠に್する୍࠺ᴟ㝈環境微生物といࡀ ᪉㸪❧体化学分析ࡽは⣡㇋ PGA とは␗࡞る

Ⅼࡀᣦࢀࡉたࠋ“ホモキラル PGA”とࢀࡤる㢮⦕高分子࡛࠶るࡇとࡀ分ࡗてࡁたࡇࠋの発

ぢ࡛㸪⣡㇋ PGA ࡛ᾋࡁ᙮ࡾにࡗ࡞た⮴命ⓗ࡞ḞⅬにࡶ解Ỵの⣒口ࡀぢ࠼てࡁたࡎࡲࠋは“❧体

つ๎ᛶ”ᙉ化のᡓ␎࡛࠶るࠋ⣡㇋ PGA はグルタミン酸（Glu）の୧ග学␗ᛶ体ࡀ Ȗミド⤖合（タ

ンパク質ࡸポリ Į グルタミン酸との᫂☜࡞┦㐪Ⅼ㸹高分子機能に大࡞ࡁᙳ㡪を࠼る㙐はࢼ

イロンᵝ）࡛ラン࣒ࢲに㐃࡞るたࡵ㸪キラル高分子ᮦᩱとࡋてのᛶ能పୗをᣍいているࡇとࡀ

ᣦࢀࡉていたࠋ 
㇋は㸪⣡ࡘ୍࠺ࡶ  PGA 合成に D-Glu D-Gluࠋる࠶るၥ㢟࡛ࢀࡉ㈝大㔞ᾘࡀ は┿ṇ⣽⳦⩌（大

腸⳦➼）のṇᖖ࡞生⫱㸭生Ꮡにᚲ㡲࡛࠶るࡇとࡽ㸪⣡㇋⳦ PGA 合成装置“PGS 」合体”の༢⣧

ᙉ制ㄏᑟは࡞ D-Glu の内㒊ᯤῬをᣍࡁ㸪ᐇ㝿㸪生⫱をᘬࡁ㉳ࡇす㸳）ࡔけ࡛ PGA のቑ⏘に

は⧅࡞ࡽࡀい᭱ࠋ᪂知ぢࡀࡔ㸪⣡㇋⳦㢮⦕✀のࢤノ࣒⦰小ᰴを利用ࡋて代謝タィ工学࡛㐩成ࡉ

たቑ⏘⋡は㸪㔝生ᰴのࢀ 1.3 ಸ⛬ᗘにṆࡗࡲた㸴）ࠋ⤖ᒁは D-Glu のእ㒊ࡽの⿵ࡀồࢀࡽࡵる

のࡀࡔ㸪ᗘは D-ミノ酸のẘᛶࡀၥ㢟にࡗ࡞てࡃるࠋ᪉㸪微生物には D-ミノ酸のὶධを

防ࡄ能ຊ࠶ࡶるࠋᐇ㝿㸪⣡㇋⳦ D-Glu 要ồኚ␗ᰴ㸳）のሙ合㸪5%にࡶ㐩する高⃰ᗘの D-Glu をᇵ

ᆅにຍ࡞࠼けࡤࢀ（ཷືᣑᩓࣞ࣋ル）㸪生Ꮡ要ồ㔞࠼ࡉ‶た࡞ࡉいࡇとࢀࡉ♧ࡀたࠋᡃࠎは㸪௨

ᚋ㸪研究の㍈㊊を“ᴟ㝈環境微生物ࡀ作ࡾฟすホモキラル PGA”に⛣すࡇとに࡞るࠋ 
ᡃࡀࠎὀ┠ࡋたのは㸪㉸ዲሷーキ Natrialba aegyptiaca 生⏘するホモࡀ L ᆺ PGA ࠋる࠶࡛

㸪ࡋࡔたࠋるࡁ解ᾘ࡛ࡶ㑇ఏ子ᑟධᰴの生⫱のၥ㢟ࡶ㸪❧体つ๎ᛶのၥ㢟ࡤࡽ࡞ࣉのタイࡇ

肝心の㑇ఏ子ሗࡀḞⴠࡋていたのࡀၥ㢟࡛ࡗ࠶た࡛ࡇࡑࠋ㸪ᶆⓗ㑇ఏ子のྠᐃ研究に╔ᡭࡋ㸪

㝧ᛶクローン㸰ᰴをᚓたࠋ୧ᰴにඹ㏻ࡋてᏑᅾする㸰ࡘの ORF を“ORF1㸭ORF2”とࠋࡪᐇ㝿㸪

ORF1 のୖὶᇦにࣉロモータ᥎ᐃ配ิࡀᏑᅾするととࡶに㸪୧ ORF の୍㒊࢜ࡀーࣂーラࣉࢵす

るポリシスࢺロࢵࢽク࡞㑇ఏ子構成をᣢࡇࡘとࡀ分ࡗたた࠶࡛ࡵるࠋ⣡㇋⳦をはࡵࡌとする

⣽⳦の PGA 合成࣌࢜ロンࡀᑡࡃ࡞とࡶ㸲ࡘの構㐀㑇ఏ子࡛構成ࢀࡉているࡇとを⪃࠼ると㸪ⴭ

ル࡛࣋ࣞ⌧㑇ఏ子発ࠋる࠼とい࣒システ࢜イࣂたࢀࡉ༢⣧化ࡃࡋ ORF1 のᨭ配をཷけるとண

るࢀࡉ ORF2 は㸪⣽⳦ࢳࣉ࣌ドグリ࢝ン合成にಀる酵素✀と㒊分ⓗ࡞構㐀㢮ఝᛶをᣢࡀࡘ㸪࣌

῝いと⯆Ꮡᅾするのࡀ㑇ఏ子࡞࠺ࡼのࡇࡐ࡞にーキい㉸ዲሷ࡞ンをᣢた࢝ドグリࢳࣉ

Ꮡᅾ࡛ࡲロン࣌࢜ࢯイには㑇ఏ子構成のఝたーキて㸪ྠࡗ࡞に᭱㏆にࡽࡉࠋる࠶࡛ࢁࡇ

するࡇとをぢいࡋࡔたࠋ⌧ᅾ㸪ࡽࢀࡇの構㐀㑇ఏ子をಖᣢする୍㐃の大腸⳦発⌧࣋クター⩌を

成ࡏࡉ㸪ホモキラル PGA ➼のエクスࢺリモライࢺ（環境㐺応ᅉ子）合成にの࠺ࡼに関ࡋ

ているを解ࡁ᫂すたࡵの㑇ఏ子機能分析に利用ࡋているࠋ 
ᘬ⏝ᩥ⊩㸸�� Eur. J. Biochem. 249 �1997� 905� �� J. Bacteriol. 181 �1999� 6600� �� Environ. 
Technol. 31 �2013� 1129� �� Biopolymers 7 �2002� 123 >Wiley-VCH, Weinheim, Germany@� �� 
Biochem. Biophys. Res. Commun. 362 �2007� 646� �� ᪥ᮏ農ⱁ化学大 2016 ᖺᗘ大ㅮ₇要᪨

㞟 2F20� 
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シンポジウム講演 

ウシึஙࢱンパク㉁࣐ࡓ࠸⏝ࢆクロࣇージస⏝ࡢ㛤Ⓨ 

⮬ᕫචᝈᑐࡿࡍ⮫ᗋᛂ⏝ 

Ᏹ㒔義ᾈ（徳島大㝔㺃⏕≀㈨※）

 
 ⌧ᅾ㸪➨㸲の⒴⒪ἲとࡋて免疫⒪ἲࡀ大ኚὀ┠ࢀࡉているࠋ免疫⒪ἲはに T リンパ⌫ࡸ

NK ⣽⬊㸪ᶞ≧⣽⬊といࡗた免疫⣽⬊を活ᛶ化ࡏࡉる⣽⬊⒪ἲと㸪ᢠཎᥦ♧能を᭷する࣌ࢇࡀ

ࣉ࡞は㸪自↛免疫の要ࠎ᪉㸪ᡃ୍ࠋるࢀࡉをᢞする⸆物⒪ἲに大ูࢺンࣂジࣗࡸドࢳࣉ

ࣞーࣖー࡛࠶るマクロファージに╔┠ࡋ㸪⾑Ύ糖タンパク質࡛ルࣈミンスーパーファミリー

の㸯✀࡛࠶る Gc protein（ูྡ㸸ࣅタミン D ⤖合タンパク質）ࡀ生体内࡛糖㙐ಟ㣭ࢀࡉて生成

するマクロファージ活ᛶ化ᅉ子 GcMAF にࡘいて㛗ᖺ研究ࡋてࡁた࡛ࡲࢀࡇࠋに㸪GcMAF の糖

㙐構㐀とマクロファージ㈎㣗活ᛶ化能㸪スーパー࢜キシド⏘生能㸪⾑管᪂生㜼ᐖ作用㸪ᢠ⭘⒆

活ᛶとの関ಀを᫂ࡽにࡋてࡁたࡀ 1, 2)㸪GcMAF は⾑Ύ糖タンパク質࡛࠶るたࡵ་⸆ရとࡋて

の開発にはከࡃのᢏ⾡ⓗㄢ㢟ࡾ࠶ࡀ㸪臨床応用はᴟࡵて㝈ᐃⓗ࡛ࡗ࠶たࠋ 
᥋┤ࡽΎ⾑ࢺࣄは㸪患⪅のࠎᡃ࡛ࡇࡑ  GcMAF をㄪ〇ࡋてᢞする⒪ἲを⪃ࡋ㸪GcMAF
ྵ᭷ࢺࣄ⾑Ύ（⾑Ύ MAF）ࡀ GcMAF とྠᵝにマクロファージ㈎㣗活ᛶ化能ࡧࡼ࠾ in vivo ᢠ⭘

⒆活ᛶを᭷するࡇとを᫂ࡽにࡋた た㸪⾑Ύࡲࠋ(3 MAF を用いて 1500 を㉺࠼る⒴⒪の

ᐇ⦼をᣲࡆてࡁた  ࠋ(4
 ୍᪉㸪腸管免疫⣔は᭱ࡶ大࡞ࡁ免疫⣔࡛免疫⣔体の⣙ 60㸣の⣽⬊ࡸᢠ体ࡽ構成ࢀࡉて࠾

㸪࡛ࡇࡑࠋているࢀࡽ知ࡀとࡇているࡗཎ⳦に対する免疫反応をᢸࡸた㣗物ࢀࡉ㸪⤒口ᦤྲྀࡾ

ᢠ体ࡸ成㛗ᅉ子࡞の⾑Ύタンパク質を㇏ᐩにྵ᭷するࡇとࡀ知ࢀࡽている初乳（ウシ）を用

いて㸪⤒口ᦤྲྀྍࡀ能࡞マクロファージ活ᛶ化剤（初乳 MAF）を開発ࡋ㸪初乳 MAF 腸管マࡀ

クロファージの㈎㣗能を活ᛶ化ࡋ㸪高い in vivo ᢠ⭘⒆活ᛶを᭷するࡇとを᫂ࡽにࡋた ⌧ࠋ(5

ᅾ㸪✀ࠎの自己免疫疾患に対ࡋて初乳 MAF の臨床研究をᐇ中࡛࠶る  ࠋ(6
てᮏㅮ₇࡛は㸪GcMAF・⾑Ύࡗࡼ  MAF・初乳 MAF 臨床に関する研究ࡧࡼ࠾♏のᇶࢀࡒࢀࡑ

成ᯝにࡘいてᴫㄝࡋたいࠋ 
 
References 
1) Nagasawa, H. Uto, Y. et al., Anticancer Res., 2�, 3689-3695 (2005). 
2) Nonaka, K. et al., J. Surg. Res., 172, 116-122 (2012). 
3) Kuchiike, D. Uto, Y. et al., Anticancer Res., 33, 2881-2885 (2013). 
4) Inui, T. et al., Anticancer Res., 33, 2917-2919 (2013). 
5) Uto, Y. et al., Anticancer Res., 3�, 4487-4492 (2015). 
6) Inui, T. et al., Anticancer Res., 3�, 4545-4549 (2015). 
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シンポジウム講演 

 ⏝య㜵ᚚ㈿άస⏕ࡢ≀㓄⢾య௦ㅰࢻࣀ࣎ࣛࣇ

୰ᮧᐅ╩（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ⏕）

 
㸪㏆ᖺࡀる࠶ているフラボノイド࡛ࡋキタスに分ᕸࣅࣘࡶいて᭱࠾ンは㸪植物⏺にࢳࢭルࢣ 

ᢠ肥‶ࡸ⾑糖್ㄪ⠇࡞のᗣに関する機能ᛶにὀ┠ࡀ㞟ࡾࡲ㸪ᕷሙに࠾いて᭱ࡶᮇᚅࢀࡉて

いる㣗ရ成分のࡦと࠶࡛ࡘるࢣࠋルࢳࢭンは㸪ᡃࠎの要࡞ᦤྲྀ源࡛࠶る㔝⳯ࡸᯝ物に࠾いて

に配糖体とࡋてᏑᅾࡋてࡾ࠾㸪ㄪ⌮㐣⛬࡛ࡶ糖㒊分のຍỈ分解はとࢇ進⾜࡞ࡋいࠋᚑࡗ

て㸪㣗ရに⏤᮶するࢣルࢳࢭンの機能ᛶをホ౯するሙ合㸪ࢣルࢳࢭン配糖体の྾代謝を⪃៖

するᚲ要࠶ࡀるࠋࡤ࠼㸪ኳ↛に㐢ᅾするࢣルࢳࢭン-3-グルコシドは㸪୍㒊ࡀ小腸ୖ⓶⣽⬊に

ᒁᅾࡋているࢺࢼリウ࣒౫Ꮡᛶグルコースࢺランスポーターをࡋて㸪ᡈいは乳酸⬺Ỉ素酵素

にࡼるຍỈ分解࡛グリコンにኚࢀࡉたᚋ㸪ཷືⓗに㍺㏦ࢀࡉる⤒㊰࡛྾ࢀࡉると⪃ࡽ࠼

ࢭルࢣ）ンࢳルࡸン-4´-グルコシド（Q4´G）ࢳࢭルࢣるࢀࡲにྵࢠࢿ㸪タマࡋࡋࠋているࢀ

㸪大腸の腸内⣽ࡋ大腸に㐩ࡲࡲのࡑはࡃ㸪ከࡎࢀࡉ྾ࢇとノシド）は小腸࡛ࢳン-3-ルࢳ

⳦ྀにࡾࡼᵝ࡞ࠎフ࢙ノール酸␗化物とኚࢀࡉる࡛ࡲࢀࡇࠋに㸪3,4-dihydroxyphenylacetic 
acid（DOPAC）㸪3-hydroxyphenylacetic acid（OPAC）㸪protocatechuic acid（PCA）㸪㤿ᒀ酸（HPA）

㸪Q4´Gࡀ の要࡞フ࢙ノール酸␗化物とࡋてྠᐃࢀࡉているࡽࢀࡇࠋフ࢙ノール酸␗化物は

要⮚ჾ࡛の✚ࡀሗ࿌ࢀࡉているࡔけ࡛ࡃ࡞㸪୍㒊の代謝物にࡘいてはࢺࣄに࠾いて᳨ࡶฟࡉ

㸪ࡽᬒ⫼࡞࠺ࡼのࡇࠋከいࡀⅬ࡞᫂ࡔいてはᮍࡘ機能ᛶに࡞の₯ᅾⓗࡽࢀࡇ㸪ࡀているࢀ

ᡃࠎの研究グルーࣉはࢣルࢳࢭン配糖体ࡀ࠼る生体のᙳ㡪を分子ࣞ࣋ル࡛⌮解するࡇとを

┠ᶆとࡋて㸪生体防御賦活作用を᭷するࢣルࢳࢭン配糖体代謝物の᥈⣴と㸪ࡑの作用分子機構

に関する研究を⾜ࡗてࡁたࠋᮏㅮ₇࡛は㸪࡛ࡲࢀࡇの研究成ᯝを中心に㸪フ࢙ノール酸␗化物

の₯ᅾ能ຊを⤂ࡋたいࠋ 
 ᡃࠎは࡛ࡲࢀࡇに㸪1) ࢣルࢳࢭン配糖体フ࢙ノール酸␗化物の࡛࡞㸪DOPAC と PCA ᭷ࡀ

ព࡞ラジ࢝ルᾘཤ作用を♧すࡇと㸪2) マウス肝ࢇࡀ⏤᮶ Hepa1c1c7 ⣽⬊に࠾いて㸪DOPAC の

➨ࡀࡳ 2 ┦⸆物代謝酵素の㑇ఏ子発⌧を᭷ពにቑᙉするࡇと㸪3) DOPAC の 24 㛫ฎ⌮は㐣酸

化Ỉ素ࡀㄏᑟする⣽⬊ẘᛶをにᢚ制するࡇと࡞を᫂ࡽにࡋてࡾ࠾㸪ࡽࢀࡇの⤖ᯝは

DOPAC 代謝࠺機能ᛶをᢸ࠺ン配糖体の㸪≉に生体内ᢠ酸化作用といࢳࢭルࢣたࢀࡉ口ᦤྲྀ⤒ࡀ

物࡛࠶るࡇとを♧၀ࡋている୍ࠋ ᪉㸪DOPAC の生⌮機能の୍㒊はࡑのタンパク質ಟ㣭作用に㉳

ᅉするࡶのと⪃ࢀࡽ࠼るࡇとࡽ㸪ᡃ のࣈローࣉ”リーࢺミスࢣクࢵは“クリࠎ DOPAC propargyl 
ester（DPE）を合成ࡋ㸪⣽⬊内の DOPAC ᶆⓗタンパク質の᳨ฟをヨࡳている࡛ࡲࢀࡇࠋに㸪β ࠎ

分子㔞の࡞ DPE ಟ㣭タンパク質をほᐹするࡔけ࡛ࡃ࡞㸪➨㸰┦⸆物代謝酵素の㑇ఏ子発⌧に関

する Keap1 ཬࡧⰾ香᪘Ⅳ化Ỉ素ཷᐜ体（AhR）と DPE の⤖合を☜ㄆࡋているࠋ௨ୖの⤖ᯝは㸪

㸪ồࡃ࡞け࡛ࡔるࡵ㸪生体内のᢠ酸化機能を高ࡀ利用࡞ンⓗࢳン配糖体代謝物の࣡クࢳࢭルࢣ

㟁子ᛶእ᮶␗物࡞のᵝ࡞ࠎスࣞࢺスに対ࡋてᢠᛶを賦するྍ能ᛶࡶᮇᚅࡏࡉるࠋ 
 
࠙ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ 
1) Tang, Y., et al., Food Res. Int., 89, 716-723 (2016). 
2) Nakashima, S., et al., Biochem. Biophys. Rep., 7, 240-245 (2016). 
3) Nakamura, Y. Agri-Biosci. Monogr., 6, 1-57 (2016). 
4) Nakamura, Y., Miyoshi, N. Biosci. Biotechnol. Biochem., 74, 242-255 (2010). 
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シンポジウム講演 

⫢ᚰせࡣ᰿ࢥ࢚－ ⟶⭠ミ࣓ࢸクスࡢᒎ㛤ྥけ࡚－ 

ᑠᕝ 㡰（ி大㝔・㎰）

 
る生࠶物質ᚠ環と㸪ᤵཷ関ಀに࡞ࡸているᣢ⥆ⓗ♫は㸪ࡋᣦ┠ࡀのᆅ⌫♫ࡽࢀࡇ 

物㛫の࡞┦作用ࡀಖたࢀている♫とゝ࠼るࡇࠋの࡞࠺ࡼ♫のᐇ⌧に㸪ᆅ⌫ୖにᗈࡃ

Ꮡᅾࡋከᵝ࡞ാࡁをᢸ࠺微生物ࡀᯝたすᙺはとてࡶ大ࡁいࠋ微生物は㸪༢୍✀とࡋてࡶ㞟ᅋ

࡛㸪ࡲた㸪ከᩘ✀ࡀඹᏑࡋたコミࣗࢽティとࡋてᏑᅾࡋ機能を発⌧ࡋているࡽࡉࠋには㸪微生

物㛫のࡎࡽ࡞ࡳ㸪植物㸪ື 物といࡗた␗✀生物㛫のインターフ࢙ースに࠾ける微生物の機能ࡀ㸪

生ែ⣔に࠾ける物質ᚠ環を㥑ືࡋているࡇࠋの࡞࠺ࡼ生ែ⣔に࠾ける微生物機能の解析と応用

（エコミメティクス）に関するྲྀࡳ⤌ࡾを⤂するࠋ 
㸯）作物生⏘に࠾ける根ᅪ微生物の科学 
ᅵተ࡛の᭷機成分の↓機化をᢸ࠺」合微生物⣔を解析すࡃ㸪᭷機ែ❅素の◪化にᚲ㡲࡞」合微

生物⣔をỈ⣔にて構⠏するᡭἲࢀࡉ❧☜ࡀるととࡶに㸪ࡇのᡭἲを活用ࡋた᭷機Ỉ⪔᱂ᇵᢏ⾡の

開発㸪ࡽࡉにはே工ᅵተの開発ࡀ進࡛ࢇいるࠋᡃࠎは㸪ᮏ⣔を用い㸪◪化機能を構成する微生物

⩌の解析㸪モࢹル化㸪機能利用をヨࡳたࠋ高い◪化能を᭷するࣂークሁ肥を微生物源とࡋ㸪Ỉ⣔

に◪化微生物⩌を㞟✚ࡋたࡇࠋの㞟✚㐣⛬に࠾ける❅素化合物と微生物ྀのືែを解析ࡋẚ㍑す

るࡇと࡛㸪◪化に࠾けるンモࢽ生成㸪ンモࢽ酸化㸪ள◪酸酸化に機能する微生物✀を≉

ᐃࡋたࡑࠋの⤖ᯝ㸪◪化に᭷用࡞微生物⩌㞟ࡀ㸪୍⯡ⓗ࡞ᚑᒓᰤ㣴微生物と◪化⣽⳦࡞ࡽる༢

⣧࡞微生物⩌にࡾࡼ構成ࢀࡉるྍ能ᛶを♧ࡋたࠋᮏ微生物⩌を用いた✀ࠎの作物᱂ᇵを᳨ウす

るととࡶに㸪㐺ᙜ࡞ᢸ体にᅛᐃ化するࡇと࡛ே工ᅵተ作成に向けたᇶ┙ᢏ⾡開発にྲྀ࡛ࢇ⤌ࡾい

るࡲࠋた㸪ᚑᒓᰤ㣴⣽⳦とࡋての Bacillus badius とンモࢽ酸化⣽⳦（AOB）㸪ள◪酸酸化⣽⳦

（NOB）の㸱⳦✀࡞ࡽるモࢹル◪化微生物⣔を構⠏ࡋたࠋᮏモࢹル◪化微生物⣔ࡀⰋዲ࡞◪化

能を᭷するࡇとを♧すととࡶに㸪ࡑの◪化に࠾けるンモࢽ酸化㸪ள◪酸酸化㐣⛬に࠾いて㸪

㞴ᇵ㣴とࢀࡉる AOB㸪NOB  ࠋたࡋとを☜ㄆࡇているࡋⓗにቑṪ␗≉ࡀ
㸰）ᗣቑ進に࠾ける腸内⣽⳦の科学 
㣗ရ成分は㸪⚾たࡕの体内࡛ᵝ࡞ࠎ化合物とኚࢀࡉ྾ࢀࡉるࡇࠋの㐣⛬には⚾たࡕ自㌟

の代謝活ᛶのࡎࡽ࡞ࡳ㸪腸内⣽⳦にࡼる代謝ࡀ関ࡗࢃているࡋࠋたࡗࡀて㸪腸内⣽⳦にࡼる㣗

ရ成分の代謝をᢕᥱࡋ㸪代謝⏘物ࡀ࠼るᙳ㡪をホ౯するࡇとは㸪ᗣ⥔ᣢにとࡗて㔜要࡛࠶

るࠋᡃࠎは㸪腸内⣽⳦の୍ࡾ࠶࡛ࡘ㣗ရ⏘ᴗにてᗈࡃ利用ࢀࡉている乳酸⳦を対㇟に㸪㣗ရ成

分代謝の解᫂ࡧࡽ࡞に代謝⏘物の生⌮機能解析にྲྀ࡛ࢇ⤌ࡾいるࠋᮏㅮ₇࡛は㸪⬡⫫酸の腸内

⣽⳦代謝をྲྀࡆୖࡾるࠋ㣗⬡質に⏤᮶する㣬⬡⫫酸ࡀ㸪腸内⣽⳦にࡾࡼ㣬化ࢀࡉる᪂

つ࡞代謝をぢいࡋࡔたࡇࠋの㣬化代謝⣔の解析を㏻ࡋて㸪Ỉ酸化⬡⫫酸㸪࢜キࢯ⬡⫫酸㸪㒊

分㣬⬡⫫酸㸪ඹᙺ⬡⫫酸を代謝中㛫体とࡋてྠᐃࡋ㸪ࡽࢀࡇの⬡⫫酸のᐟ⤌⧊に࠾けるᏑ

ᅾを☜ㄆࡋたࡽࢀࡇࠋの㣬化代謝中㛫体の生⌮機能をホ౯ࡋた⤖ᯝ㸪リノール酸⏤᮶の初ᮇ

代謝⏘物࡛࠶るỈ酸化⬡⫫酸（HYA）ࡀマウス腸⣽⬊ࡧࡽ࡞に㦵㧊⣔ᶞ≧⣽⬊を用いた in vitro
ホ౯⣔に࠾いて㸪⅖ᛶࢧイ࢝ࢺインの⏘生をᢚ制するࡇとをぢいࡋࡔたࡲࠋた㸪HYA 㸪リࡀ

ポከ糖ࡀㄏ発する㦵㧊⣔ᶞ≧⣽⬊の成⇍化をᢚ制ࡋ㸪ࡑの㝿㸪ᢠ酸化ࡸ解ẘ代謝をᢸ࠺㑇ఏ子

⩌の㌿を活ᛶ化するࡇと࡛⣽⬊ಖㆤ作用を♧すࡇとをぢいࡋࡔたࡽࡉࠋに㸪HYA ⓶腸管ୖࡀ

㸪HYAࡽとࡇたࡋࡔとぢいࡇのᦆയをᅇする機能を᭷するリࣂ いてᢠ⅖作࠾腸管にࡀ

用を♧すࡇとࡀᮇᚅࢀࡉた୍ࠋ᪉㸪Ỉ酸化⬡⫫酸㸪࢜キࢯ⬡⫫酸ࡀ᰾内ཷᐜ体 PPARs ࡸ LXR
の制御をࡋて⬡⫫酸代謝を制御するࡇとをぢいࡋࡔたࡲࠋた㸪ඹᙺエノン構㐀を᭷する࢜キ

㸪Nrf2ࡀ酸中㛫体⫫⬡ࢯ の活ᛶ化をࡋてᢠ酸化酵素の発⌧をಁ進するࡇと࡛㸪⣽⬊の酸化ス

 ࠋたࡋࡔとをぢいࡇるࡏࡉス防御をஹ進ࣞࢺ
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一 　 　 般 　 　 講 　 　 演

講 　 　 演 　 　 要 　 　 旨





㸿－１ ṑ࿘ཎᛶ⣽⳦ (LNeQeOOD FoUUoGeQV ࡢᶵᵓ⾑⁐ࡢーゼࢲࢳࣉ࣌ࣀミࡿけ࠾

ゎᯒ 
島㇂㞞ᩥ，ۑ⏥ᩫ幹ୡ，㜿ᗙୖᘯ⾜ 1,2 
（ᒣཱྀ大・㎰，1ᒣཱྀ大㝔・⛉，2ᒣཱྀ大・ᚤ◊ࢭ） 

 

࠙┠ⓗࠚṑ࿘関㐃⣽⳦ Eikenella corrodens 1073 ᰴは㸪⨺⾑ᾮᐮኳᇵᆅୖ࡛ș⁐⾑を♧すࠋᡃࠎは㸪⣽⬊

እ⿕ (CE) ⏬分に⁐⾑活ᛶを☜ㄆࡋ㸪CE ⏬分ࡽ⁐⾑ᅉ子の⢭〇をヨࡳたࡑࠋの⤖ᯝ㸪⣙ 65 kDa のタン

パク質ࡀ⢭〇ࢀࡉ㸪N ᮎ➃ミノ酸配ิの解析ࡽ㸪X-ࣉロリルミノࢲࢳࣉ࣌ーࢮと┦ྠ࡞タンパク

質࡛࠶るࡇとࡀ♧၀ࢀࡉ㸪ࡇのタンパク質を HlyA とྡけたࠋᮏ研究࡛は㸪HlyA タンパク質ࡀ⁐⾑ᅉ

子࡛࠶る࠺を☜ㄆするたࡵ㸪大腸⳦࡛の⤌࠼タンパク質生⏘と㸪Ḟᦆᰴの作成を⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲࠚE. corrodens 1073 のࢤノ࣒ DNA ࡽ hlyA 㑇ఏ子をቑᖜࡋ㸪大腸⳦発⌧࣋クターpET22b に࡞ࡘ

いࠋࡔ⤌ࣉ࠼ラスミドを E. coli BL21 (DE3) にᑟධࡋ㸪IPTG にࡾࡼㄏᑟ発⌧ࡏࡉたࠋHis タグࡁの発

⌧タンパク質を Ni-࢝ラ࡛࣒⢭〇ᚋ㸪⁐⾑活ᛶをㄪたࡲࠋた㸪hlyA 㑇ఏ子の中ኸ㏆をࢼ࢝マイシン⪏

ᛶ㑇ఏ子に置ࡁ࠼た᩿∦を E. corrodens 1073 にᑟධࡋ㸪┦ྠⓗ⤌࠼を利用ࡋて hlyA Ḟᦆᰴ（ǼhlyA

ᰴ）を作成ࡋ㸪⁐⾑活ᛶをㄪたࠋ㑇ఏ子のḞᦆは PCR にࡾࡼ☜ㄆࡋたࠋ 

࠙⤖ᯝࠚ大腸⳦内࡛⣙ 65 kDa のྍ⁐ᛶタンパク質の発⌧ࡀ☜ㄆࢀࡉたࡇࠋのタンパク質を⢭〇ࡋ㸪ඡ㉥

⾑⌫に対する⁐⾑活ᛶを ᐃࡋたࡑࠋの⤖ᯝ㸪⢭〇タンパク質の⃰ᗘに౫Ꮡࡋて⁐⾑活ᛶࡀぢࢀࡽたࠋ

に㸪hlyAࡽࡉ 㑇ఏ子Ḟᦆᰴ（ǼhlyA ᰴ）࡛は㸪⁐⾑活ᛶはぢࡗ࡞ࢀࡽたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝࡽ㸪hlyA ࡀ

⁐⾑ᅉ子をコードࡋているྍ能ᛶࡀ♧၀ࢀࡉたࠋ⌧ᅾ㸪⁐⾑活ᛶに X-ࣉロリルミノࢲࢳࣉ࣌ーࢮ活ᛶ

 ࠋているㄪすのࡇ㉳ࡁをᘬ⾑⁐࡛࣒ࢬࢽ࢝メ࡞࠺ࡼのた㸪ࡲ㸪࠺ᚲ要ࡀ
 
 
 

㸿－㸰 㓝ẕᑐࡿࡍ⣸እ⥺－A  ẅ⳦ᶵᵓࡢࡑẅ⳦ຊ⏝ేࡢルࣛ㓟࢙ࣇ

ᅧぢ᫂ຍ，㛗᐀⚽᫂ۑ 1，ⓑ༤ 1 
（徳島大㝔・ඛ➃ᢏ⾡，1徳島大㝔・⏕≀㈨※） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᡃࠎは⣸እ⥺-A（UV-A）のẅ⳦ຊ向ୖを┠ⓗとࡋ㸪㣗ရῧຍ物とࡋて利用ࢀࡉているኳ↛物フ

FAࠋたࡁていてㄪࡘた┦ẅ⳦にࡋルラ酸（FA）をే用࢙ をే用ࡋた UV-A ẅ⳦は㸪㣗ရ፹ཎᛶ

⣽⳦に対ࡋて㸪ప⃰ᗘࡘప↷ᑕ㔞࡛高いẅ⳦ᛶ能を♧ࡋているࡋࡋࠋ㸪┿⳦に対するẅ⳦ຊは⣽⳦

とẚ㍑ࡋてపいたࡵ㸪ࡑのẅ⳦ຊを向ୖࡏࡉるᡭἲの構⠏を┠ᣦࡋているࠋᮏ研究࡛は㸪酵ẕに対する

UV-A と FA のే用ẅ⳦≉ᛶཬࡧẅ⳦機構にࡘいてㄪたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚSaccharomyces cerevisiae NBRC1136 をヨ㦂酵ẕとࡋ㸪ග源には UV-A LED（365 nm㸪4.77 
mW/cm2）を用ࡋたేࠋ用ẅ⳦ຊは㸪酵ẕᠱ⃮ᾮ（2×105 cells/ml）に FA（1000 mg/l）をῧຍᚋ㸪ග↷ᑕ

㛫に対するṧᏑ生⳦ᩘを ᐃするࡇとにࡾࡼホ౯ࡋたࠋ⣽⬊ቨの FA の྾╔㸪ࡽࡉにྲྀࡾ㎸ࡳにࡼる

ే用ẅ⳦ຊのኚ化を᳨ウするたࡵ㸪酵ẕと FA の↓↷ᑕ᥋ゐ㛫にࡼるẅ⳦ຊのᙳ㡪をㄪたࡲࠋた㸪

FA の⣽⬊⭷ᒁᅾཬేࡧ用ẅ⳦にࡼる྾活ᛶのᙳ㡪をㄪるたࡵに㸪CTC Rapid Staining Kit（CTC，
ྠோ化学）を用いた྾活ᛶをᣦᶆとࡋた CTC ⺯ගᰁⰍを⾜い㸪フローࢧイࢺメࢺリー（FC）࡛解析

用ẅ⳦ฎ⌮は㸪5ేࠋたࡋ 分㛫࡛ 1.56-log㸪10 分㛫࡛ 3.01-log の生⳦ᩘをῶᑡࡏࡉたࠋ↓↷ᑕୗ࡛の FA
と酵ẕの᥋ゐは㸪᥋ゐ㛫に౫Ꮡేࡋ用ẅ⳦ຊࡋ᪼ୖࡀたࡲࠋた FC 解析にࡾࡼ㸪FA と酵ẕの᥋ゐཬࡧ

ే用ẅ⳦ฎ⌮に࠾いて㸪CTC 生成のపୗࡀ☜ㄆࢀࡉたࠋ௨ୖの⤖ᯝࡽ㸪FA は⣽⬊⭷にྲྀࡾ㎸ࢀࡲ㸪

UV-A ↷ᑕにࡾࡼ྾活ᛶにక࠺㟁子ఏ㐩⣔の活ᛶ㜼ᐖをᘬࡁ㉳ࡋࡇているࡇとࡀ♧၀ࢀࡉたࠋ 
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㸿－㸱 ศ㓝ẕ S. pombe  Ⓨ⌧ไᚚࡢ㏦య㍺ࢻࢳࣉ࣌・㓟ࣀミࡿけ࠾
 （ࢭ↛⮬・ᗈ島大）ྖ᠇ᮧۑ

 
 

 

࠙┠ⓗࠚ 自↛環境࡞ᐇ㦂ᐊእ࡛の酵ẕの生⫱࡛は㸪ミノ酸࢜ࡸリࢳࣉ࣌ࢦドࡀ㔜要࡞❅素源࡛࠶

ࡉ㏦体の発⌧と機能は⣽⬊内እの᮲௳࡛ཝᐦにㄪ⠇㍺ࠋるࢀࡲ㎸ྲྀࡽ㏦体㍺࡞㸪⣽⬊⭷ୖの≉␗ⓗࡾ

ฟⱆ酵ẕࡀ㸪発⌧制御機構ࢀ S. cerevisiae ࡛ヲࡃࡋㄪࢀࡽているࡶのの㸪制御ᅉ子ࡀಖᏑࢀࡉてࡎࡽ࠾

୍⯡ᛶ࡞ࡀい࡞㸪の酵ẕ࡛の制御には᫂Ⅼࡀከࡃṧࢀࡉているࠋᮏ研究࡛は㸪モࢹル生物とࡋて

ỗ用ࢀࡉる分酵ẕ S. pombe のミノ酸㸪ࢳࣉ࣌ド㍺㏦体の発⌧制御機構にࡘいてㄪたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࢳࣉ࣌ ࠚド㍺㏦体 Ptr2 の発⌧は㸪ฟⱆ・分酵ẕのいࢀࡎの✀࡛ࡶ Ubr ࢞ンリࢳキࣅࣘ

ーࢮに౫ᏑするࠋUbr ⺮ⓑ質ࡀ分解するᶆⓗはฟⱆ酵ẕ࡛はホメ࢜ドメイン⺮ⓑ質の Cup9 㸪分酵ࡀࡔ

ẕのᶆⓗとࡋて ptr2 㑇ఏ子の発⌧制御㡿ᇦに⤖合ࡋて㌿をᢚ制する HLH ᆺ DNA ⤖合⺮ⓑ質の Upa1
をྠᐃࡋたࠋฟⱆ酵ẕには Upa1 ┦ྠ⺮ⓑ質࡞ࡀい୍᪉࡛㸪ฟⱆ酵ẕ࡛は⣽⬊እミノ酸をឤ知する

Ssy1-Ptr3-Ssy5 」合体ࡀ Stp ㌿ᅉ子を活ᛶ化ࡋて㍺㏦体の発⌧をㄏᑟするࡀ㸪分酵ẕはいࢀࡎの┦ྠ

⺮ⓑ質ࡶ᭷࡞ࡉいࠋ㈋ᰤ㣴࡛発⌧ࡀቑຍする㍺㏦体の発⌧は㸪ᰤ㣴≧ែと⣽⬊内イ࣋ンࢺを㐃ᦠࡏࡉる

TOR 」合体のᨭ配ୗに࠶る GATA ᆺ㌿ᅉ子に౫Ꮡࡋたࡀ㸪分酵ẕのࢳࣉ࣌ド㍺㏦体 ptr2 の発⌧に࠾

ける Gaf1 ౫Ꮡᛶは upa1 Ḟᦆ࡛ࣂイパスࢀࡉたࠋ㍺㏦体の発⌧制御࡛は㸪分・ฟⱆ酵ẕ㛫࡛㸪ඹ㏻ᅉ

子と✀≉␗ⓗᅉ子ࡀΰᅾࡘࡘࡋい分けࢀࡽているᵝ࡛࠶るࠋ᭦に㸪ロイシンをはࡵࡌ」ᩘの⣽⬊እ

ミノ酸ࡀ利用࡛࡞ࡁい分酵ẕのኚ␗ᰴをぢࡘけたたࡵ㸪ࡑのཎᅉにࡘいてㄪているࠋ 
 
 
 

㸿－㸲 ンジࢦ㑏ඖ⬟ࡢᐃ㔞ⓗホ౯ἲࡓ࠸⏝ࢆンジࢦ㑏ඖ⳦ࡢ᥈⣴ཬࡧᶵ⬟ゎᯒ 
Ύ⸨㕥ዉ，➉内㐨ᶞ，ஂ㒓ᑗぢ，ᅄ᪉⏣ဢۑ 1，㜰ᮏ㮚⾜ 1，Ḉ㇂ⱥ 1， 
ᑠᕝ 㡰（ி大㝔・㎰， 1徳島大・⏕≀㈨※） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ᪥ᮏのఏ⤫⏘ᴗ࡛࠶る⸛ᰁࡵは㸪タࢹイⴥ⏤᮶インジࢦの微生物㑏ඖを利用ࡋて⾜ࢀࢃてい

るࠋ⸛Ⰽ成分࡛࠶る㠀Ỉ⁐ᛶⰍ素のインジࢦは㸪ル࢝リ᮲௳ୗ࡛微生物にࡾࡼỈ⁐ᛶのロイコインジ

たሗ࿌ࡋ㑏ඖ⳦の༢㞳に成ຌࢦᅾ㸪インジ⌧ࠋる࡞に࠺ࡼるࡁ࡛╔㸪ᕸに྾ࢀࡉと㑏ඖࢦ 1)は࠶るࡀ㸪

インジࢦ㑏ඖ能をᐃ㔞ⓗにホ౯ࡋたሗ࿌は࡞い࡛ࡇࡑࠋᮏ研究࡛は㸪インジࢦ㑏ඖ能のᐃ㔞ἲを☜❧ࡋ㸪

 ࠋたࡋ機能解析を┠ⓗとࡧ㑏ඖ⳦の᥈⣴ཬࢦを用いたインジࢀࡇ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ⸛ᰁࡵのᰁⰍᾮࡸᰁᩱの素࡛࠶るすࡶࡃ㸪タࢹイの⇱ⴥ࡞を⳦の分㞳源とࡋ㸪

ル࢝リ・᎘気᮲௳ୗ࡛微生物の༢㞳を⾜ࡗたࠋᚓࢀࡽた微生物にࡘいて㸪0.03㸣インジࢦをྵࡴル࢝リ

ᶆ‽ᇵᆅ࡛ 3 ᪥㛫ᇵ㣴を⾜い㸪㑏ඖ能をホ౯ࡋたࠋホ౯᪉ἲとࡋては㸪㐲ỿᚋのᇵ㣴ᾮୖΎに⁐けてい

るロイコインジࢦを✵気にすࡇと࡛インジࢦと酸化ࡏࡉ㸪600 nm に࠾ける྾ගᗘを ᐃするࡇと࡛

インジࢦ㑏ඖ能をᐃ㔞ⓗにホ౯ࡋたࢀࡑࠋにࡾࡼᚓࢀࡽたインジࢦ㑏ඖ能の高い⳦ᰴに対ࡋて 16S rDNA 
解析を⾜い㸪ࢀࡒࢀࡑの⳦のྠᐃをヨࡳたࡽࡉࠋに㸪ᚓࢀࡽたインジࢦ㑏ඖ⳦を用いて㸪インジࢦ㑏ඖ

反応に࠾ける㑏ඖຊ౪⤥⣔ࡸメࢹィエーターのᙳ㡪➼の᮲௳にࡘいて᳨ウを⾜ࡗたࠋ 
1) Aino K. et al., FEMS Microbiol Ecol 74, 174–183. (2010) 
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㸿－㸳 ங㓟⳦࠾けࡿシࣜࢢࢽン௦ㅰ㛵ࡿࢃ㓝⣲⣔ࡢゎᯒ 
Ώ㑔ᐶᏊ，ᓊ㔝㔜ಙ，Ᏹబ⨾㝣，ᑠబ⏣࿃，㟷ᮌ㞝大ۑ 1，Ⳣ大⾜ 1，㟷ᮌ ⯟，

ᑠᕝ 㡰（ி大㝔・㎰，1࣓ࢦ࢝（ᰴ）・࣋ࣀーシࣙンᮏ部） 
 

 

࠙┠ⓗ  ࠚ シࢽグリンはࣈラࢼ科植物にྵࢀࡲる㎞関㐃成分࡛ࡾ࠶㸪S-グリコシド⤖合ᆺ配糖体の୍

࢜ࢳࢯリルイࡴ素ཎ子をྵ❅ࡧ㯤ཬ◲ࡾࡼグリン自㌟は㸪ᦤྲྀᚋに≉ᐃの腸内⣽⳦にࢽシࠋる࠶࡛✀

シࢿーࢺ（AITC）と分解ࢀࡉるࠋAITC は㸪ᢠ⅖・ᢠ࢞ン・ᢠ酸化作用࡞の生⌮機能を᭷する

化合物࡛࠶る୍᪉㸪シࢽグリンはࡽࢀࡇの生⌮機能を♧࡞ࡉいࡇࠋのたࡵ㸪腸内⣽⳦にࡼるシࢽグリン

の代謝にὀ┠ࡀ㞟ࡗࡲているࡀ㸪ヲ⣽࡞代謝機構はᮍࡔ解᫂ࢀࡉてい࡞い࡛ࡇࡑࠋᮏ研究࡛は㸪乳酸⳦

に࠾けるシࢽグリン代謝機構の解᫂をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ 乳酸⳦を対㇟にスクリーࢽングを⾜い㸪ᇵ㣴中にシࢽグリンを分解ࡋ㸪AITC を⏘生す

る活ᛶを♧ࡋた Lactobacillus farciminis KB1089 を㑅ᢤࡋたࠋᮏ⳦に࠾けるシࢽグリン分解活ᛶは㸪生⫱

に࠾いてグルコースᯤῬᚋにシࢽグリンࡀᏑᅾするࡇとにࡗࡼてㄏᑟࢀࡉるࡇとࡀ᫂ࡽとࡗ࡞たࡑࠋ

ㄏᑟ⳦体と㠀ㄏᑟ⳦体ࡾࡼ解析に࣒ー࢜ロテࣉに㸪ẚ㍑ᐃ㔞ࡵる酵素を≉ᐃするたࢃ㸪ᮏ活ᛶに関࡛ࡇ

の発⌧タンパク質のᕪをホ౯ࡋたࠋㄏᑟ⳦体に≉␗ⓗに発⌧するタンパク質のࡕ࠺㸪PTS sugar transporter㸪
aryl-phospho-ș-D-glucosidase の 2 ✀のタンパク質に╔┠ࡋ㸪2 ẁ㝵࡛進⾜するシࢽグリン代謝機構をண 

㸪ࢁࡇたとࡋ活ᛶをホ౯ࡋ乳酸⳦をᐟとするᙧ質㌿体を作成ࡧいて大腸⳦ཬࡘ୧タンパク質にࠋたࡋ

のᐟのࡽࡕ 2 㑇ఏ子ඹ発⌧ᰴに࠾いてࡶ㸪シࢽグリン分解ཬࡧ AITC ⏘生を☜ㄆࡋたࢀࡇࠋにࡾࡼ㸪

たࡋ┠╔ 2  ࠋたࡋにࡽとを᫂ࡇグリン代謝に関するࢽシࡀのタンパク質ࡘ
 
 
 

㸿－㸴 SKeZDQeOOD YLoODFeD genes expressed under acidic and neutral conditions 
 Lisa Lisdiana, Sotaro Fujii, Mizuki Fukunaga, Yoshihiro Sambongiۑ
（ᗈ島大㝔・⏕≀ᅪ） 
 

 

Piezophilic and psychrophilic Shewanella violacea produces salt-tolerant enzymes, such as 5'-nucleotidase (NTase), 
which appear to be promising catalysts for industrial application.  Microorganisms, in general, evolve adaptive 
strategies against variable pH conditions, exhibiting differed gene expression pattern.  This study aimed at 
revealing the gene expression in S. violacea cells under acidic and neutral pH conditions in order to explore 
adaptive strategies of this bacterium.  We first showed that the S. violacea cells could grow at pH 5.0 ~ 7.0, but 
not at pH 4.5.  The S. violacea cells were then exposed with pH 5.0 and 7.0 conditions for 4 hours, and the gene 
expression patterns were compared by transcriptome analysis.  Genes for acyl-CoA dehydrogenase and 
acetyl-CoA synthetase were upregulated at pH 5.0, both of which appeared to enhance propanoate production, 
leading to adaptive strategy against acidic pH.  In contrast, gene for glutamate decarboxylase, which is known to 
alleviate acidic pH conditions in some of lactic acid bacteria, was downregulated at pH 5.0.  Therefore, S. violacea 
survives against acidic pH through propanoate metabolism enzymes, not through glutamate decarboxylase.  The 
gene expression of NTase was elevated six fold at pH 7.0 compared with at pH 5.0, thus this enzyme should be 
efficiently prepared from the cells growing at pH 7.0.  The information obtained in this study provided us with 
appropriate pH conditions for the S. violacea growth for further enzyme production. 
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㸿－㸵 ㌿ᅉᏊ Rst2  ᙳ㡪ࡢ⬊⣽ࡿࡼ⌧㧗Ⓨࡢ

 ୰⯟ᖹ，ᕝྥ ㄔ，ᯇᑿᏳᾈ（島᰿大・⏕㈨⛉）➉ۑ

 
 

 

分酵ẕのࣉロテインキࢼーࢮ A る࠶࡛ Pka1 は㸪活ᛶ化に᰾内に⛣⾜ࡋ㸪ୗὶᅉ子をリン酸化制

御ࡋているࠋPka1 のᶆⓗの 1 る㌿ᅉ子࠶࡛ࡘ Rst2 は㸪ῶᩘ分の⛣⾜ࡸグルコース制㝈ୗ࡛ୗὶᅉ

子の発⌧を制御ࡋている࡛ࡲࢀࡇࠋに⥙⨶ⓗ࡞解析にࡗࡼて㸪Rst2 の高発⌧ࡀ㸪⣽⬊生⫱にᙳ㡪をࡼ࠾

㸪ᮏ研究࡛は࡛ࡇࡑࠋい࡞ていࢀࡉのヲ⣽は解᫂ࡑ㸪ࡀているࢀࡉሗ࿌ࡀとࡇすࡰ rst2 㑇ఏ子の高発⌧

にࡼる⣽⬊のᙳ㡪ࡧࡼ࠾ᶆⓗᅉ子を༢㞳するࡇとを┠ⓗとࡋたࠋ 
nmt1ࣉロモーターୗ࡛㸪rst2㑇ఏ子を高発⌧ࡏࡉたᙧ質㌿体 (nmt1-rst2) を解析ࡋたとࢁࡇ㸪௨๓の

ሗ࿌ࡾ࠾㸪᫂ࡽに生⫱ࡀ㜼ᐖࢀࡉていたࠋḟに㸪⣽⬊ᙧែをほᐹࡋたとࢁࡇ㸪㝸ቨᙧ成ࡀቑຍࡋた

⣽⬊とᙧែࡀࡗ࡞ࡃたࡶのࢀࡽࡳࡀ㸪⣽⬊ᙧែの␗ᖖを♧ࡋたࠋ㝸ቨをᙧ成ࡋた⣽⬊の合を解析ࡋ

たとࢁࡇ㸪vector ᰴ࡛は⣙ 5㸣࡛ࡗ࠶たࡀ㸪nmt1-rst2ᰴ࡛は㸪⣙ 40㸣௨ୖと大ᖜにቑຍࡋていたࡲࠋた㸪

nmt1-rst2ᰴ࡛は㸪マルࣉࢭࢳタ࣒をᙧ成ࡋている⣽⬊ࡀ⣙ 10㸣ほᐹࢀࡉたࠋいᙧែを解析ࡋたとࢁࡇ㸪

ᙧែᙧ成に㔜要࡞微小管ࡀ‴᭤ࡋているࡇとࡀ᫂ࡽにࡗ࡞たࡽࡉࠋに㸪nmt1-rst2ᰴࡀⱝᖸ࡛は࠶るࡀ㸪

ሷ化࢝リウ࣒に対ࡋて㸪ឤཷᛶを♧ࡋたࠋrst2高発⌧にࡼる生⫱㜼ᐖをᢚᅽするኚ␗体を༢㞳するたࡵに㸪

EMS ฎ⌮にࡗࡼてኚ␗をᑟධࡋ㸪スクリーࢽングࡋた⤖ᯝ㸪1 ᰴ༢㞳ࡋたࠋᚋ㸪ࡇのᰴをḟୡ代シー

 ࠋる࠶ணᐃ࡛ࡃていࡋ㸪解析ࡋてኚ␗をྠᐃࡗࡼンスにࢣ
 
 
 
 

㸿－㸶 ᾏὒᛶ⣽⳦ࡢ᭷ࡿࡍ⥳⸴⏤᮶◲㓟ከ⢾ウルࣂンศゎ㓝⣲ࡢᇶ㉁≉␗ᛶ㛵ࡍ

 ✲◊ࡿ
 ᑠᯘៅኴ㑻，大すᾈᖹ（㧗▱大・㎰ᯘᾏὒ）ۑ
 

 

࠙┠ⓗࠚ᪥ᮏྛᆅに自生するࢧ࢜ᒓは✀ࡈとに構㐀の␗࡞る⣽⬊内⢓質◲酸化ከ糖ウルࣂンを生成す

るࠋᡃࠎは࡛ࡲࢀࡇミࢼミࢧ࢜の生成するウルࣂンを分解する海洋⣽⳦を᥈⣴ࡋ㸪ウルࣂン分解酵素

の解析を⾜ࡗてࡁた࡞␗ࠋるࢧ࢜ᒓの生成するウルࣂンの分解⣽⳦はᛶ質の␗࡞るウルࣂン分解酵素

を᭷するࡇとࡀணࢀࡉる࡛ࡇࡑࠋ㸪ᮏ研究࡛はミࢼミ࢜ノリウルࣂン分解酵素に╔┠ࡋミࢼミ࢜

 ࠋたࡋとを┠ⓗとࡇ࠺⾜ン分解酵素とのẚ㍑をࣂウルࢧ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚミࢼミࡧࡼ࠾ࢧ࢜ミࢼミ࢜ノリの⇱⢊ᮎをཎᩱとࡋて⇕Ỉᢳฟにࡾࡼウルࣂンを

ㄪ〇ࡋたࢀࡒࢀࡑࠋのウルࣂンを၏୍のⅣ素源とするᇵᆅを用いて㞟✚ᇵ㣴を⾜い㸪ウルࣂン分解⣽⳦

のスクリーࢽングを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ミࢼミࢧ࢜ウルࣂン㸪ミࢼミ࢜ノリウルࣂン分解⣽⳦とࡋ

て KUL49 と KUL106 をࢀࡒࢀࡑ༢㞳ࡋたࠋ分解⣽⳦をウルࣂンྵ᭷ᇵᆅ࡛ᇵ㣴ࡋ㸪ᇵ㣴ୖΎ中ࡽ⳦体

እタンパク質をㄪ〇ࡋたᚋ㸪ウルࣂン分解活ᛶの࠶る酵素を㝜イ࢜ン Q ࢼミࠋたࡋ⢒⢭〇࡛࣒ラ࢝

ミ࢜ノリ⏤᮶ウルࣂン分解⣽⳦ࡽ⢒⢭〇ࢀࡉた分解酵素はミࢼミࢧ࢜とミࢼミ࢜ノリ୧ウルࣂ

ンに対ࡋてྠࡰ➼の活ᛶを♧ࡋたࡀ㸪ミࢼミࢧ࢜⏤᮶ウルࣂン分解⣽⳦ࡽ⢒⢭〇ࢀࡉた分解酵素

はࢧ࢜ウルࣂンにࡾࡼ≉␗ⓗ࡛࠶るࡇとࡀ☜ㄆࢀࡉたࠋ⌧ᅾ㸪ࡽࢀࡇの⢒酵素ᾮࡽウルࣂン分解酵

素のྠᐃを⾜ࡗていると࠶࡛ࢁࡇるࠋ 
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㸿－㸷 Negative chemotaxis to maleate in 5DOVWoQLD VoODQDFeDUXm 
 Mattana Tunchai, Akiko Hida, Takahisa Tajima, Junichi Katoۑ
(Grad. Sch. Adv. Sci. Matter, Hiroshima Univ.) 
 

 

Ralstonia solonacearum, the causal agent of bacterial wilt disease, is regarded as one of the world’s most 
destructive plant pathogenic bacteria. Previous studies found that chemotaxis is an essential trait for the early stage 
of host invasion and pathogenic fitness in R. solanacearum, so we have attempted to functionally characterize 
chemoreceptors, so called methyl-accepting chemotaxis proteins (MCPs), in this pathogen. Negative chemotaxis is 
the movement of cells away from certain chemicals. The results obtained from computer-assisted capillary assay 
method revealed that R. solanacearum strain Ps29 is drastically repelled by maleate. Like most of reported 
repellents, maleate is harmful to R. solanacearum Ps29 by reducing its growth rate. By screening of a complete 
collection of single-mcp-gene deletion mutant of Ps29, McpP was identified as a specific chemoreceptor mediating 
negative chemotaxis against maleate. Interestingly, the mcpP-deletion mutant exhibited attractive responses to 
maleate, indicating that this bacterium possesses MCPs for both positive and negative chemotaxis to maleate. 
McpP, besides, was found to sense and facilitate positive chemotactic response toward citrate and inorganic 
phosphate. To the best of our knowledge, this is the first report of negative chemotaxis in R. solanacearum species 
complex. 
 
 

 
 
 

㸿－10 ศ㓝ẕ࠾けࡿᢠࢇࡀ Fudr  Ⓨぢࡢస⏝ᶵᵓ࠸ࡋ᪂ࡢ
 㔝 ，南⤖㤶Ꮚ，Hossain M. Shamim（ᗈ島大㝔・ඛ➃≀㉁）ୖۑ
 
 

 

࠙┠ⓗ࠶ࠚる✀のࢇࡀ⣽⬊࡛は高い㢖ᗘ࡛環≧ᰁⰍ体ࡀぢࡘるࡇࠋのࢇࡀ࡞࠺ࡼ⣽⬊に࠾いて環≧ᰁ

Ⰽ体の⥔ᣢにᚲ要࡞⺮ⓑ質を≉␗ⓗに㜼ᐖするࡇとࡤࢀࡁ࡛ࡀ㸪ࡇのࢇࡀ࡞࠺ࡼ⣽⬊を≉␗ⓗにẅࡏる

ྍ能ᛶ࠶ࡀるࡇࠋのࡇとࡽ環≧ᰁⰍ体の⥔ᣢに関ಀする⺮ⓑ質は㸪ᢠࢇࡀ剤の分子ᶆⓗと成ࡾᚓるࠋ

ᙜ研究ᐊ࡛は㸪分酵ẕをࢇࡀ⣽⬊の≉ᚩをᣢたࡏたࢇࡀ⣽⬊ミミࢵクモࢹル生物とࡋて用いて㸪ࢇࡀ

⣽⬊のࡽ࠶た࡞⬤ᙅᛶの発ぢをヨࡳている࡛ࡲࢀࡇࠋに分酵ẕの DNA ಟに関ಀࡋている࣊リࢣース

Rqh1 ᮏ研ࠋ（㸪Mol. Cell. Biol. 2013. p1175ࡽ༡㒊）ているࡋとを発ぢࡇる࠶環≧ᰁⰍ体の⥔ᣢにᚲ要࡛ࡀ

究࡛は㸪Rqh1 ௨እに環≧ᰁⰍ体の⥔ᣢに関する㑇ఏ子⏘物の᥈⣴をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ分酵ẕのテロメ⥔ᣢᅉ子 pot1 を◚ቯするとテロメࡀ分解ࢀࡉるࡑࠋのᚋ㸪ᰁⰍ体

内࡛ᮎ➃⼥合ࡀ㉳ࡗࡇた環≧ᰁⰍ体をᣢࡗたᰴࡀ生ࡁṧるࠋᮏ研究࡛は㸪DNA クポインࢵ࢙ࢳメージࢲ

࡞の活ᛶ化にᚲ要ࢺ rad9 と pot1 の㔜ኚ␗ᰴࡀ Fudr (2'-deoxy-5-fluoro-uridine) Ꮡᅾୗに࠾いて⮴Ṛに࡞

るࡇとを発ぢࡋたࠋFudr はᢠࢇࡀ剤とࡋてメリ࡛࢝用ࢀࡉてࡾ࠾㸪ࢳミジンキࢼーࢮのᏑᅾୗ࡛活

ᛶを発するࡇとࡗࢃࡀているࡀ㸪分酵ẕはࢳミジンキࢼーࢮ㑇ఏ子をᣢࡗてい࡞いࡽࡉࠋにᡃࠎ

は㸪Fudr ࡀ HU とྠᵝに DNA 」〇を㜼ᐖするࡇとを発ぢࡋたࡇࠋのࡇとࡽ㸪分酵ẕに࠾いて㸪Fudr
た㸪DNAࡲࠋたࢀࡉ၀♧ࡀとࡇい機構࡛生⌮活ᛶを発するࡋ᪂ࡀ ࡋ機能ࡀࢺクポインࢵ࢙ࢳメージࢲ

た酵ẕはࡗいୖに環≧ᰁⰍ体をᣢ࡞ DNA 」〇㜼ᐖ剤に高いឤཷᛶを♧すࡇとࡗࢃࡀたࠋ 
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㹀－１ ㉸ዲ⇕ーキ 3\UoFoFFXV KoULNoVKLL OT-3 㓝ࡢࢢーゼホࣔロ࣐ࢭ㓟ࣛࣀミࡢ

⣲学ⓗゎᯒ 
ᕝୖ❳ᕭ，⸨ཎ ᣅۑ 1，㔠ⱱ㔛Ἃ 1，㎷ዉࠎᏊ 1 

（徳島大㝔・⏕≀㈨※，1徳島大・⥲合⛉学） 
 

࠙┠ⓗ ーキ⇕に㸪㉸ዲ࡛ࡲࢀࡇࠚ Pyrococcus horikoshii OT-3 ࡀ D-ミノ酸を利用ࡋて✚ᴟⓗにቑṪ࡛

と㸪ᇵᆅࡇᏑᅾするࡀ（BAR）ࢮマーࢭミノ酸ラるపᇶ質≉␗ᛶ࠶ミノ酸代謝酵素࡛-と㸪Dࡇるࡁ

の D-ミノ酸ῧຍと BAR 発⌧㔞に┦関࠶ࡀるࡇと࡞を᫂ࡽにࡋているࡽࡉࠋに㸪BAR と高い┦

ྠᛶを♧す㸪3 ✀㢮のラࢭマーࢮホモログ（PH0782㸪PH1423㸪PH1501）ࡀᏑᅾするࡇとࡶ᫂ࡽにࡋて

のሗ࿌࡛は㸪BARࡇࠋているࡵの機能解析を進ࡑ㸪⌧ᅾࡾ࠾ と 45㸣の┦ྠᛶを♧す PH0782 の解析⤖ᯝ

を中心にሗ࿌するࠋ  
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ3ࠚ ✀㢮の BAR ホモログの発⌧⣔は pET11a を発⌧࣋クターとࡋて用いて構⠏ࡋ㸪大腸⳦

BL21 (DE3) にᑟධࡋて酵素を発⌧ࡏࡉたࠋ⢒酵素ᾮを⇕ฎ⌮ࡋたࢧンࣉルを用いてྛホモログ酵素の

ミノ酸ラࢭマーࢮ活ᛶを解析ࡋた⤖ᯝ㸪PH0782 はࡽ Ala㸪Ser㸪Thr に対ࡋて高い活ᛶを᳨ฟ࡛ࡁたࠋ

PH1423 ࡸ PH1501 のミノ酸ラࢭマーࢮ活ᛶは᳨ฟ࡞ࢀࡉい㸪ࡗ࠶てࡶపࡃ㸪࡞ࡽࡉる解析ࡀᚲ要࡛

PH0782ࠋたࡗ࠶ の酵素化学ⓗᛶ質を᫂ࡽにするたࡵ㸪⢒酵素ᾮを⇕ฎ⌮ࡋたᚋ㸪Butyl-Toyopearl と

DEAE-Cellurofine にࡾࡼ⢭〇ࡋたࠋPH0782 は㸪pH 5-10 の⠊ᅖ࡛ 80Υ2 㛫⇕ฎ⌮ࡋてࡶᏳᐃ࡛㸪pH 7
࡛は 80Υ6 㛫ฎ⌮ࡋてࡶࡃኻ活࡞ࡋいࡇとࡽ㸪BAR とྠᵝに ᗘࡸ pH に対ࡋて高いᏳᐃᛶを♧

 ࠋてሗ࿌するࡏࢃ合ࡶの⤖ᯝࡑ㸪ࡾ࠾てࡗ⾜ᅾ㸪ྛᇶ質に対する反応㏿ᗘㄽ解析を⌧ࠋたࡋ
 

 
 
 

㹀－㸰 大⭠⳦ࡓ࠸⏝ࢆపศᏊᢠయࡢศἪ⏕⏘⣔ࡢᵓ⠏ 
㧗ᮌ大ᆅ，ᇉ⚽ᖹ，㎷ ᫂ᙪۑ 1，大᳃ㅬྖ 2，㐀ᜨὸ 1 
（徳島大㝔・ඛ➃ᢏ⾡，1徳島大㝔・⏕≀㈨※，2ྡྂᒇ大㝔・⸆） 
 

 

ᶆⓗ分子の≉␗ⓗ࡞作用にࡾࡼ㸪作用ࡀᑡࡃ࡞㸪ඃࢀた⒪ຠᯝࡀᮇᚅ࡛ࡁるᢠ体་⸆ရにὀ┠

てࡋの୍᪉㸪ᢠ体生⏘のᐟとࡑࠋているࡗࡲ㞟ࡀ CHO ⣽⬊を用いるたࡵ㸪Ⳙ大࡞コスࡾࡀࢺ㸪高

㢠とࡗ࡞た⸆剤㈝ࡀၥ㢟とࡗ࡞ているࠋᐟ代᭰ೃ⿵の 1 ࢇとのࡑ㸪ࡀるࢀࡽࡆᣲࡀ⳦て大腸ࡋとࡘ

⳦㝜ᛶ࣒グラࠋているࢀࡲᮃࡀ㸪分Ἢ生⏘⣔の構⠏ࡵຠ⋡ᨵၿのたࢺ㸪コスࡾ࠶࡛⏘体内࡛の生⳦ࡀ

Serratia marcescens には 2 のࡘ I ᆺタンパク質分Ἢ装置 (T1SS) [Lip system, Has system]ࡀഛࡗࢃてࡾ࠾㸪

㑅ᢥⓗ࡞タンパク質分Ἢを⾜ࡗているࠋT1SS は ABC protein, MFP, OMP にࡗࡼて構成ࢀࡉる༢⣧࡞分Ἢ

装置࡛ࡾ࠶㸪分Ἢタンパク質は N ᮎシグࢼルࢳࣉ࣌ドをᣢたࡎ㸪C ᮎഃ㡿ᇦࡀ分Ἢに関ࡗࢃているࡇࠋ

 た୍ᮏ㙐ᢠ体ࡋてຊ౯を᭷ࡗࡼて㸪大腸⳦にࡋは㸪Lip system (LipB-LipC-LipD) を利用ࠎにᡃ࡛ࡲࢀ
(scFv) ࡀ分Ἢࢀࡉるࡇとをぢฟࡋたࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ㸪༑分࡞分Ἢ㔞ࡀᚓࢀࡽてい࡞いたࡵ㸪ᮏ研究࡛は

高ຠ⋡分Ἢ生⏘システ࣒の構⠏に向けて㸪scFv 分Ἢの分子機構の解᫂をヨࡳたࠋ初ࡵに ABC protein ᇶࡀ

質ㄆ㆑に関ࡗࢃているࡇとࡽ㸪LipB を㝖いた LipC-LipD にࡗࡼて scFv ணにࠋたをㄪ分Ἢするࡀ

反ࡋて㸪LipC-LipD にࡗࡼて scFv に㸪LipCࡽࡉ㸪ࡋ分Ἢࡀ ༢⊂࡛ scFv の分Ἢྍࡀ能࡛࠶るࡇとุࡀ᫂ࡋ

たࠋLipC はఱࡽの大腸⳦タンパク質とඹᙺࡋて scFv の分Ἢを⾜ࡗているࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀたたࡵ㸪እ⭷

ルࢿࣕࢳ TolC をḞᦆࡋた大腸⳦ᰴを用いて LipC にࡼる scFv の分Ἢをㄪたࡀ㸪ࡑの分Ἢࡀㄆࢀࡽࡵ㸪

TolC ௨እのᅉ子ࡀ関するྍ能ᛶࢀࡽ࠼⪄ࡀたࠋ⌧ᅾ㸪LipC と┦作用する大腸⳦タンパク質を᥈⣴ࡋ

てࡾ࠾㸪ేࡏてሗ࿌ࡋたいࠋ 
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㹀－㸱 ⏕యศᏊ㛫┦స⏝ࡢไᚚࢆᚿྥࡓࡋศᆺ CutA1  㛤Ⓨࡢ
ᮾ ⚽㝯，▼⏣ᑦஅۑ 1，ᮧ⥔ඞ 1，୰ὒ⾜ 1 

（ᒸᒣ大・ᕤ，1ᒸᒣ大㝔・⮬↛⛉学） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ生体分子㛫┦作用は生命活ືのཝᐦ࡞制御にᐤする中心ⓗ࠶࡛㇟⌧࡞るࡀ㸪ࢀࡇを⣽⬊内

እ᳨࡛ฟ・利用するᢏ⾡は㸪ライフࢧイエンス分㔝に࠾いて㸪生命⌧㇟の解᫂のࡎࡽ࡞ࡳ㸪་⒪デ᩿㸪

創⸆㸪環境分析࡞ᖜᗈい㡿ᇦの応用にᙺ❧ࡘᇶ┙と࠺ࡾ࡞る࡛ࡇࡑࠋᮏ研究࡛は᪂た࡞生体分子㛫

┦作用⢭ᐦ制御ᢏ⾡の開発を┠ᣦࡋ㸪㉸ዲ⇕⳦⏤᮶タンパク質࡛ホモ୕㔞体の CutA1 をリ࢞ンドのモ

て用い㸪分ᆺࡋル㊊ሙ分子とࢹ CutA1 開発のたࡵの分子ࢨࢹインのྍ能ᛶにࡘいてㄪたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚCutA1 を N ᮎ➃㡿ᇦと C ᮎ➃㡿ᇦに分ࡋ㸪ᮎ➃にᵝ࡞ࠎⲴ㟁≉ᛶを᭷するࢳࣉ࣌ドを

㐃⤖ࡏࡉたྛ✀タンパク質の発⌧࣋クターをࢀࡒࢀࡑ構⠏ࡋたࠋ発⌧࣋クターを用いて大腸⳦ BL21 
(DE3) ࠶るいは Rosetta2 (DE3) のᙧ質㌿を⾜ࡗたᚋ㸪LB (+Amp) ᇵᆅ中㸪IPTG ࡛発⌧ㄏᑟᚋ㸪࢝ラ࣒

⢭〇にྛࡾࡼ✀タンパク質をㄪ〇ࡋたࡋࡑࠋて㸪ࢀࡒࢀࡑのタンパク質に関ࡋ㸪発⌧ᚋのྍ⁐ᛶࡧࡽ࡞

に⇕Ᏻᐃᛶにࡘいてㄪたࡑࠋの⤖ᯝ㸪㐃⤖ࢳࣉ࣌ドのⲴ㟁≉ᛶࡀ┦反࡞ࡋいሙ合࡛は㸪ඹ発⌧ࡏࡉた

分ᆺ CutA1 て高い構㐀Ᏻᐃᛶを᭷するࡵ㸪ᴟࡕࢃ࡞すࠋていたࡋ化を⥔ᣢ⁐ྍࡶฎ⌮ᚋ⇕ࡀ CutA1 は㸪

㛗配ิを分ࡋඹ発⌧ࡏࡉてࡶ㸪㔝生ᆺ୕㔞体とྠᵝにᏳᐃ࡞ᢡࡳ␚ࡾ構㐀を素᪩ࡃᙧ成࠺ࡋるࡇと

た分ᆺࡋインをࢨࢹて㸪分子ࡗࡀたࡋࠋたࡗࢃࡀ CutA1 を用いたᅛᐃ化リ࢞ンドの高ᐦᗘ配向制

御ࡸ⢭ᐦ分子ㄆ㆑素子の開発ྍࡀ能࡛࠶るࡇとࡀᙉࡃ♧၀ࢀࡉたࠋ 
 

 
 
 

㹀－㸲 ᢸᏊ⳦ )ODmmXOLQD YeOXWLpeV 䛾ᾮయᇵ㣴᮲௳䛻䛚䛔䛶⏕⏘䛥䜜䜛䝷䝑䜹䞊䝊䜰䜲䝋

䝄䜲䝮䛻䛴䛔䛶 
Ώ㑓㻌ۑ ᙲ，ྡ⏣ᝆ▮，㯞⏣ᜤᙪ（㤶ᕝ大・㎰） 
 

 

࠙┠ⓗࠚラ࢝ࢵーࢮは㸪リグࢽン分解酵素とࡋて作用するࡔけ࡛ࡃ࡞㸪環境ởᰁ物質の分解㸪ྛ✀Ⰽ素

化合物の⬺Ⰽ㸪㣗ရの機能ᛶの向ୖ㸪ࣂイ࢜㟁ụの活用࡞㸪㠀ᖖにᖜᗈい応用㠃をᣢ୍ࠋࡘ᪉㸪ᢸ

子⳦は㸪ࡇの࡞࠺ࡼラ࢝ࢵーࢮのイࢨࢯイ࣒を」ᩘ生⏘するࡇとࡀ知ࢀࡽてࡾ࠾㸪ࡽࢀࡑの生⏘は生

⫱᮲௳࡞にࡾࡼᕦࡳに制御ࢀࡉているࠋᮏ研究࡛は㸪ᢸ子⳦ Flammulina velutipes（エノキタࢣ）の生

⏘する」ᩘのラ࢝ࢵーࢮイࢨࢯイ࣒の中࡛ࡶ㸪ㄪ〇ࡑࡸの生⏘制御にඃࢀるᾮ体ᇵ㣴⣔࡛生⏘ࢀࡉる

 ࠋたࡗ⾜のㅖᛶ質の解析をࡑに↔Ⅼをᙜて㸪࣒イࢨࢯイ

࠙᪉ἲࡧࡼ࠾⤖ᯝࠚᮌ⢊と⡿ࡠを成分とࡋたᅛ体ᇵᆅࡧࡼ࠾ᾮ体ᇵᆅを用いて㸪ᅛ体ᇵ㣴㸪ᾮ体ᇵ㣴㸪

ࡏࡉ⾜⛣ᅛ体ᇵ㣴の順にᇵ㣴᮲௳をࡧてࡋࡑ F. velutipes のᇵ㣴を⾜ࡗたࡑࠋのᚋ㸪ྛ᮲௳のᇵᆅ中に

生⏘ࢀࡉるラ࢝ࢵーࢮイࢨࢯイ࣒を Native-PAGE ࡧࡼ࠾ 2,2’-Azinobis (3-ethylbenzothiazoline-6-sulfonic 
acid) (ABTS) をᇶ質とࡋた活ᛶᰁⰍに౪ࡋた⤖ᯝ㸪ᅛ体ᇵ㣴᳨࡛ฟࡎࢀࡉᾮ体ᇵ㣴に࠾いて᳨ฟࢀࡉる

≉ᚩⓗ࡞イࢨࢯイ࣒をぢฟすࡇとࡁ࡛ࡀたࠋᘬࡁ⥆ࡁ㸪ࡇのᾮ体ᇵ㣴᮲௳࡛生⏘ࢀࡉるイࢨࢯイ࣒

を◲Ᏻ分⏬ྛࡧࡼ࠾✀クロマࢺグラフィーを用いて⢭〇ࡋ㸪解析を⾜ࡗた⤖ᯝ㸪ᮏ酵素は㸪分子㔞⣙52,000
のモノマー酵素࡛ࡗ࠶たࡲࠋた㸪ᮏ酵素は㸪30Υ௨ୗ㸪pH 4.0 ࡽ 6.0 㸪ABTSࡾ࠶の⠊ᅖ࡛Ᏻᐃ࡛࡛ࡲ
の㸪2,6-Dimethoxyphenol ࡧࡼ࠾ Guaiacol をᇶ質とࡋたࡽࡉࠋにᮏ発⾲࡛は㸪ᮏ酵素活ᛶに対する㔠ᒓ

イ࢜ンࡸ㜼ᐖ剤のཬࡰすᙳ㡪にࡘいてࡏేࡶてሗ࿌するࠋ 
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㹀－㸳 ࢚ࣜンࢠ⏤᮶ࣉロࣜルࢲࢳࣉ࣌ࢦࣜ࢜ーゼࡢᇶ㉁≉␗ᛶ㛵ࡢࡘ2ࡿࢃMetṧᇶ

ᮾᾏᙲኴ，⨾⸨༤ۑ 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 1 
（㫽ྲྀ大㝔・㐃㎰，1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・⏘学） 
 

 

࠙┠ⓗࠚエリンࢠ⏤᮶のࣉロリル࢜リࢲࢳࣉ࣌ࢦーࢮは㸪ຍỈ分解とᣕᢠࡋてࢳࣉ࣌ド⤖合ᙧ成反応を

ゐ፹するࠋᚑࡗて㸪ᮏ酵素のᇶ質ㄆ㆑機構の解᫂は㸪ᵝ࡞ࠎ᭷用ࢳࣉ࣌ド合成ࢶールとࡋての応用に⧅

࣌ロࣉ-に㠀ゐ፹ș࡛ࡲࢀࡇࠋኚ化するࡀるとᇶ質≉␗ᛶࢀࡉ᪉࡛㸪ᮏ酵素は㐣酸化Ỉ素࡛酸化୍ࠋるࡀ

ラドメインୖの Met203 の酸化ࡀ㸪≉␗ᛶのኚ化に関ࢃるࡇとを᫂ࡽにࡋたࡀ㸪Met203 ௨እの Met ṧ
ᇶࡶ㐣酸化Ỉ素࡛酸化ࢀࡉるࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀ㸪ࡽࢀࡑの酸化と≉␗ᛶኚ化との関ಀは࡛᫂࠶るࡇࡑࠋ

࡛ᮏ研究࡛は㸪ᮏ酵素の Met ṧᇶに↔Ⅼをᙜて㸪≉␗ᛶにᙳ㡪する Met の≉ᐃと機能解析を⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲཬࡧ⤖ᯝࠚ᪤に≉ᐃ῭ࡳの Met203 は㸪酸化ࡸ Ala 置にࡾࡼ㸪ⰾ香᪘ミノ酸-pNA に対ࡋてཝ

᱁࡞≉␗ᛶにኚ化するࠋᮏ酵素は 4 のࡘ Met ṧᇶをᣢࡘたࡵ㸪ࡽࢀࡑの構㐀置を⾜い㸪≉␗ᛶのᙳ

㡪をホ౯ࡋたࡑࠋの⤖ᯝ㸪Met570 を Ala に置すると酸化とྠᵝの≉␗ᛶኚ化ࡀほᐹࢀࡉたࠋMet203 と

Met570 は㸪ࢀࡒࢀࡑ㠀ゐ፹ș-ࣉロ࣌ラドメインとゐ፹ドメインにᏑᅾするࡀ㸪❧体構㐀ୖ㸪୧ṧᇶはᇶ

質の㏻ࡾ㐨と⪃ࢀࡽ࠼る㏻㊰を構成ࡋ㸪ᇶ質ྲྀࡾ㎸ࡳに㔜要࡞ᙺをᣢࡘと⪃ࢀࡽ࠼た࡛ࡇࡑࠋ㸪570 ␒

┠のഃ㙐の構㐀置にࡼる≉␗ᛶのᙳ㡪をホ౯ࡋた⤖ᯝ㸪Glu㸪Gln㸪Phe㸪Lys のいࢀࡎのṧᇶに置

ミノ酸-pNA㸪ⰾ香᪘ࡶてࡋ ᇶ質に対ࡋて活ᛶࡀಖᣢࢀࡉたࡇࠋの⤖ᯝࡽ㸪570 ␒┠の Met ഃ㙐構㐀

ミノ酸-pNAⰾ香᪘ࡀ ௨እのᇶ質ㄆ㆑に῝ࡃ関ࡾࢃ㸪ᇶ質の㏻ࡾ㐨ୖの୧ Met ṧᇶにࡼるᇶ質ミノ酸

ഃ㙐のㄆ㆑ࡀ㸪ᮏ酵素のᇶ質㑅ᢥᛶの୍㒊をᢸࡗていると⪃ࢀࡽ࠼たࠋ 

 
 
 

㹀－㸴 3VeXGomoQDV DeUXJLQoVD PAO1 ᰴ⏤᮶ࢳࢭルࣜࢥン࢚スࣛࢸーゼࡢᛂ⏝ྥ

けࡓㅖᛶ㉁᳨ウ 
ୖ ᑦ，ྜྷ⏣▱ᐶۑ 1，బ ᑘ 1，⨾⸨༤ 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 1 

（㫽ྲྀ大㝔・㎰，1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・⏘学） 
 

࠙┠ⓗࢳࢭࠚルコリンエステラーࢮ（AChE）はࢳࢭルコリンのຍỈ分解をゐ፹ࡋ㸪ື物᪻ࡸ体内

࡛は⚄⤒ఏ㐩にᐤࡋている୍ࠋ ᪉࡛微生物⏤᮶の AchE のᏑᅾ࡛ࡲࢀࡇࡶにሗ࿌ࢀࡉているࡀ㸪ࡑのᙺ

にࡘいては知ࢀࡽてࡎࡽ࠾㸪利用に向けてࡶ発展㏵ୖのẁ㝵࡛࠶るࠋᡃࠎは Pseudomonas aeruginosa 
PAO1 ᰴのᇵ㣴ୖΎࡽ AChE 活ᛶをᣢࡘ酵素をྲྀᚓࡋたࠋᮏ酵素の༢㞳は᪤にูの研究グルー࡛ࣉሗ࿌

 ࠋたࡗ⾜の利用に向け㸪大㔞生⏘⣔の構⠏と㸪ㅖᛶ質の᳨ウをࡑ㸪ᮏ研究࡛はࡀているࢀࡉ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ pET-24bࠚ クロ࣒ラ࢝ン࢜㸪㝧イࡋる大㔞生⏘⣔を構⠏ࡼて大腸⳦にࡋクターを利用࣋

マࢺグラフィー࡛⢭〇ࡋた AchE を用ࡋてㅖᛶ質の᳨ウを⾜ࡗたࠋ本酵素はエステル化されたコリン系物

質を強く基質として認識して加水分解を触媒することが明らかとなり，⇕Ᏻᐃᛶは 40Υ㸪pH Ᏻᐃᛶは 5㹼9㸪᭱

㐺 pH は 8.0 㸪AChEࡵの利用ྍ能ᛶをホ౯するた➼ṧ␃農⸆分析ࠋたࡗ࠶࡛ 㜼ᐖ剤࡛࠶る 4 ✀㢮の農

⸆にࡼるᮏ酵素活ᛶのᙳ㡪をホ౯ࡋた⤖ᯝ㸪いࢀࡎの化合物に࠾いてࡶᙉい㜼ᐖ活ᛶはࡗ࡞ࢀࡽࡳ

た୍ࠋ᪉࡛㸪ᮏ酵素は㓑酸エࢳルに対するຍỈ分解活ᛶࡶಖᣢࡋてࡾ࠾㸪反応ᾮに㓑酸エࢳルとのエマ

ルジࣙンをᙧ成ࡏࡉて AchE をῧຍすると㸪᪩いエマルジࣙンのᾘኻとエタノールの㐟㞳ࡀ☜ㄆࢀࡉたࠋ

᭦には㸪㓑酸エࢳルとの反応⣔にルキルミンをῧຍすると㸪ࢳࢭル化ࢀࡉたルキルミンࡀ生

成ࢀࡉたࡇとࡽ㸪ᮏ酵素は㸪化合物のࢳࢭル化ࢶールとࡋて利用࡛ࡁるྍ能ᛶࡀぢฟࢀࡉたࠋ 
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㹀－㸵 &eOOXOoVLmLFUobLXm sp. NTK2 య⳦ࡓけྥムゎ᫂ࢬࢽ࢝ンศゎ࣓ࢳᬗᛶキ⤖ࡢ

እࢱンパク㉁ࡢ⥙⨶ⓗ࡞ゎᯒ 
ோᮌ大㍜，⨾⸨༤ۑ 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 1 

（㫽ྲྀ大㝔・㎰，1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・⏘学） 
 

࠙┠ⓗࠚキࢳンのຍỈ分解物はᵝ࡞ࠎ生⌮活ᛶをᣢࡘたࡵ㸪ᖜᗈい分㔝の利用ࡀᮇᚅࢀࡉているࡋࠋ

た㸪⤖ᬗᛶࡲࠋているࢀࡉてṧࡋၥ㢟とࡀの㈇Ⲵ環境ࡸࡉンの化学ⓗ分解には㸪工⛬の⦾㞧ࢳキࡋ

キࢳンを┤᥋分解する酵素化学ⓗ࡞ᡭἲࡶᮍࡔに☜❧ࢀࡉてい࡞いࠋᡃࠎは࡛ࡲࢀࡇに㸪ࢽ࢝ẆᗫᲠ物

の㏿࡞ࡸሁ肥化をྍ能とする⇍コンポスࡽࢺ㸪⤖ᬗᛶキࢳンをࢲイࣞクࢺに分解࡛ࡁる

Cellulosimicrobium ᒓ⣽⳦を༢㞳・ྠᐃࡋたࠋᮏ研究࡛は㸪⤖ᬗᛶキࢳンの酵素にࡼるࢲイࣞク࡞ࢺ分解

を┠ᣦࡋ㸪ᮏ⳦⏤᮶のキࢳン分解に関ࢃる⳦体እタンパク質を⥙⨶ⓗに解析ࡋたࠋ 
࠙᪉ἲཬࡧ⤖ᯝࠚᮏ⳦のᇵ㣴ୖΎに࠾ける SDS-PAGE ཬࡧキࢳンࢨイモグラフィー解析にࡾࡼ㸪キࢳン

をᇵᆅにῧຍするࡇと࡛㸪」ᩘ（10 ✀⛬ᗘ）の⳦体እに発⌧するタンパク質ࡀ☜ㄆࢀࡉたࠋN ᮎ➃ミ

ノ酸配ิを⾜ࡗた⤖ᯝ㸪ࡽࢀࡇの⳦体እタンパク質のࡕ࠺ 5 ✀㢮をྠᐃするࡇとࡁ࡛ࡀ㸪ࡑのࡕ࠺ 4 ✀

㢮はキࢳン分解酵素（30㸪37㸪40 ཬࡧ 55 kDa）࡛ࡾ࠶㸪ࡘ୍࠺ࡶは GlcNAc-binding protein（20 kDa）࡛

た⳦体እタンパク質௨ࢀࡉた⤖ᯝ㸪ྠᐃࡋを解析࣒ノࢤ᭦には㸪ᮏ⳦のࠋたࡗ࡞とࡽ᫂ࡀとࡇる࠶

እにࡶ㸪ᮏ⳦には 5 ✀㢮のキࢳン分解酵素と 1 ✀㢮の GlcNAc-binding protein の㑇ఏ子のᏑᅾࡶ᫂ࡽと

ࢳḟ➨㸪⤖ᬗᛶキࢀࡽᚓࡀ㸪酵素ࡾ࠾てࡗ⾜のタンパク質の␗✀発⌧⣔の構⠏をࡽࢀࡇᅾ㸪⌧ࠋたࡗ࡞

ンに対する分解活ᛶをホ౯ࡋていࡃணᐃ࡛࠶るࠋ 
 

 
 
 

㹀－㸶 ーキ⏤᮶ᶵ⬟ᮍ▱ MutS ホࣔロࢢ MutS5 ࡢ DNA ⤖合≉␗ᛶゎᯒ  
大ୗ⣫㈗，⚟ۑ 1，బ⸨⍞ᕼ，᳃⃝㧗⮳，ⓑ⡿ඃ一，ㅖ㔝♸ᶞ 2， 
✄ᇉྐ⏕ 2，▮㔝㈗ே 1，ⰱ内 ㄔ，ⱝᯇὈ 
（㧗▱大㝔・㎰，1大㜰་大・་，2JAMSTEC） 

 

࠙┠ⓗࠚ᪤知の MutS ファミリータンパク質はミスマࢳࢵሷᇶ対ࡸ Holliday junction ➼をㄆ㆑ࡋ㸪DNA ミ

スマࢳࢵಟࡸ⤌࠼➼࡛㔜要࡞ᙺをᯝたすࡋࡋࠋ㸪㏆ᖺのࢤノ࣒解析ᢏ⾡の発展にࡾࡼከࡃの機

能ᮍ知 MutS ホモログࡀཎ᰾生物㸪┿᰾生物㸪ᕧ大ウイルスにᏑᅾするࡇとࡀ解ࡾ㸪≉に㸪ーキࡀᣢ

てのࡘ MutS ホモログの生体機能は᫂の࠶࡛ࡲࡲる࡛ࡇࡑࠋ㸪ࣘ リーキに高ᗘにಖᏑࢀࡉ㸪Walker
モࢳーフをྵࡴ ATPase ドメインのࡳをᣢࡘ MutS5 の生体機能に関する知ぢをᚓるたࡵ㸪㉸ዲ⇕ᛶーキ

 Pyrococcus horikoshii ⏤᮶ MutS5（phMutS5）の DNA ⤖合≉␗ᛶ解析を中心とࡋた機能解析を⾜ࡗたࠋ

࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚpET-15b/phmutS5 ࡛ᙧ質㌿ࡋた大腸⳦ Rosetta 2 (DE3) pLysS をᇵ㣴ࡋ㸪N ᮎ➃ His6タグ

ࡁ phMutS5 を大㔞発⌧ࡏࡉ㸪⇕ฎ⌮と 2 ᮏの࢝ラ࣒クロマࢺグラフィーにࡾࡼ高⣧ᗘ࡛⢭〇ࡋたࠋ⢭

〇ᶆရを用いたࢤルシフࢭࢵࢺイにࡼる DNA ⤖合≉␗ᛶ解析ࡽ㸪┿ṇ⣽⳦⏤᮶ MutS2 ᰾生物┿ࡸ

⏤᮶ MSH4/MSH5 とྠᵝに㸪┤㙐≧ DNA のの分ᒱ㙐ࡑࡸ DNA ࡶࡾࡼ Holliday junction と㠀ᖖにᙉࡃ

⤖合するࡇとࡀ᫂ࡽとࡗ࡞たࡋࡋࠋ㸪┿ṇ⣽⳦⏤᮶ MutS2 とは␗ࢾࡾ࡞クࣞーࢮ活ᛶは᳨ฟࢀࡉ

ATPaseࠋたࡗ࡞ 活ᛶは Ca2+౫Ꮡⓗ࡛ࡾ࠶㸪DNA Ꮡᅾୗ࡛㠀Ꮡᅾୗとẚ活ᛶࡀቑຍࡋたࡇࠋの㸪┤

㙐≧ DNA ࡶࡾࡼ Holliday junction ࡛᭷ព࡞活ᛶቑຍࡀぢࢀࡽた୍ࠋ᪉㸪Walker A モࢳーフ内の㒊≉␗

ⓗኚ␗体 K384A は㔝生ᆺとẚ ATPase 活ᛶࡀ大ࡃࡁῶᑡࡋたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝࡽーキ⏤᮶ MutS5
は⤌࠼にാࡃタンパク質࡛㸪┿᰾生物⏤᮶ MSH4/MSH5 の機能ホモログ࡛࠶るྍ能ᛶࡀ♧၀ࢀࡉたࠋ
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㹁－１ ࢱウࣜンࡿࡼ⫢ᶵ⬟ᨵၿస⏝ࡢゎᯒ-ࣜࢥࢺール㓟ㄏⓎᛶ⫢㞀ᐖࡢ㜵ᚚ- 
 ᮌⴌᾈ，ᮡᾆ義ṇ，ᐑ⏣ᫀ᫂（Ỉ大ᰯ・㣗ရ⛉学）⯞ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚタウリンはい㸪たࡇ㸪たてࡀい➼の㨶㢮にከࢀࡲྵࡃているミノ酸㢮⦕体の୍✀࡛࠶

るࠋタウリンにはከࡃの機能ᛶ࠶ࡀるとࢀࡉ㸪体内࡛の⃰ᗘࡀపୗするとᵝ࡞ࠎ㞀ᐖをㄏ㉳するとࢀࡉ

るࠋタウリンは⫹Ồ酸のᢪ合反応に関ࡋ㸪⫹Ồ酸代謝をࡋて肝⮚の機能ㄪ⠇ᅉ子にࡗ࡞ているྍ能

ᛶࢀࡽ࠼⪄ࡀるࠋᮏ研究࡛はリࢺコール酸 (LCA) 肝㞀ᐖモࢹルを用い㸪体内の⫹Ồ酸⤌成ኚືを解析ࡋ

てタウリンの肝機能ᨵၿ作用の機ᗎを᫂ࡽにするࡇとを┠ⓗとࡋたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ 8ࠚ 㐌㱋の C57BL/6N 㞝ᛶマウスのࡕ࠺㸪LCA ᢞ⩌ཬࡧタウリンと LCA ే用⩌には 0.8㸣
LCA をྵࡴ⢭〇㣫ᩱを 10 ᪥㛫自⏤ᦤྲྀࡏࡉたࡲࠋた㸪タウリン⩌とే用⩌には 2㸣タウリンをྵࡴỈを

๓に 3 ᪥㛫㸪ࡑのᚋ 10 ᪥㛫࠼た10ࠋ ᪥㛫のᦤྲྀᚋ㸪⾑ᾮ㸪肝⮚ࡧࡼ࠾⫹ᄞ内の⫹Ồ㸪小腸の管⭍内

ᐜ物を᥇ྲྀࡋ解析を⾜ࡗたࠋHE ᰁⰍにేࡾࡼ用⩌࡛は LCA ⩌࡛ぢࢀࡽた肝⣽⬊㞀ᐖの㍍ῶࡀㄆࢀࡽࡵ㸪

⫹ᄞ࡛の⫹Ồ✚のపୗࡶㄆࢀࡽࡵたࠋ⫹Ồࡗ࠺ᆺ肝㞀ᐖのᣦᶆ࡛࠶る alkaline phosphatase 活ᛶと⥲ࣅ

リルࣅンࣞ࣋ルに関ࡋては LCA ᢞ⩌࡛は高್を♧ࡋ㸪ే 用⩌࡛は᭷ពにῶᑡࡋたࠋLCA ᢞ⩌にẚ

てే用⩌࡛は肝内の TLCA ⃰ᗘࡀ㢧ⴭにῶᑡࡋ㸪小腸管⭍内࡛はే用⩌࡛ LCA の代謝物と⪃ࢀࡽ࠼る⫹

Ồ酸ࡀ高್を♧ࡋたࠋタウリンは LCA 代謝をࡋて肝㞀ᐖを㍍ῶࡏࡉるྍ能ᛶࢀࡉ♧ࡀたࠋ 
 
 

 
 
 

㹁－㸰 ⮬↛⏺ࡾࡼ༢㞳ࣀࢱ࢚ࡓࡋール⏕⏘ᛶ㓝ẕࡢㅖᛶ㉁ゎ᫂ 

 ᯇᐙᙬᜨ，㜰ᮏ㮚⾜，Ḉ㇂ⱥ（徳島大・⏕≀㈨※）ۑ

 

 

 

࠙⫼ᬒ・┠ⓗࠚ㏆ᖺ㸪ከࡃの㓇ⶶに࠾いて㸪ᆅᇦ࢜リジࢼルの酵ẕを用ࡋたヰ㢟ᛶの࠶る࠾㓇㐀ࡀࡾ

ᗈࡗࡲてࡾ࠾㸪ࡶ࡛࡞ⰼࡽ༢㞳ࡋた「ⰼ酵ẕ」は⳹࡞ࡸイメージ࠶ࡀるࡔけ࡛はࡃ࡞㸪࠾㓇に᪂

た࡞香ࡸࡾࢃいをຍするとࡋてὀ┠ࢀࡉているࠋᮏ研究࡛は徳島┴の≉⏘ရと࡞る࠾㓇のၟရ化を

┠ᣦࡋ㸪徳島┴のⰼࡸⴥ㸪ᯝᐇࡽᐇ用ⓗ࡞㔊㐀酵ẕの༢㞳をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ3ࠚ㸣㸪7㸣㸪10㸣のエタノールをྵࡴグルコースࡧࡼ࠾スクロースᇵᆅを用い㸪徳島┴内

の⤖ᯝ㸪3㸣௨ୖのエタࡑࠋたࡋエタノール⪏ᛶ⳦を༢㞳ࡽルࣉンࢧの࡞ᯝᐇ㸪ⴥࡸたⰼࡋ᥇ྲྀࡽ

ノール⪏ᛶを♧す酵ẕを⣙ 300 ᰴྲྀᚓࡋたࠋᚓࢀࡽた⳦ᰴにࡘいて㸪ルコールࣄࢹドロࢼࢤーࢮを用

いたẚⰍἲにࡗࡼてエタノール生⏘ᛶをホ౯ࡋ㸪ẚ㍑ⓗエタノール生⏘ᛶࡀ高い 12 ᰴを㑅ᢤࡋたࠋ≉に㸪

12 ᰴのࡕ࠺ 3 ᰴはᐇ㝿に㔊㐀に用いࢀࡽているΎ㓇酵ẕ࡛࠶る Saccharomyces cerevisiae K-7 ᰴ㸪ࡧࡼ࠾

る࠶ール酵ẕ࡛ࣅ S. cerevisiae Safale US-05 ᰴとྠ⛬ᗘの高いエタノール生⏘ᛶを♧ࡋたࠋ㑅ᢤᰴ 12 ᰴに

たエタノール高生ࡋた⤖ᯝ㸪㑅ᢤࡗ⾜ースの資化ᛶホ౯をࢺラク࢞ース㸪ࢺマルࡸいて㸪グルコースࡘ

⏘⳦ᰴのࡕ࠺ 2 ᰴは K-7 ᰴとྠᵝの࢞ラクࢺース資化ᛶを♧ࡋたࡲࠋた㸪ࣅール㔊㐀に㐺ࡋている酵ẕ

のจ㞟ᛶにࡘいてࡶホ౯ࡋたとࢁࡇ㸪いࢀࡎのᰴࡶ中⛬ᗘのจ㞟ᛶࡀ☜ㄆࢀࡉたࠋ 
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㹁－㸱 GC-MS ࡧࡼ࠾ LC-MS  ンศᯒ࣐ࣜロクࣇࡢᏊἜ୰✀ࢬࣘࡿࡼ
㕥ᮌ ᝅ，ὸ㔝බே，బ⸨⨾ክ，ᮾ㇂ᮃྐ，୰島ᝋᏊۑ 1，ྜྷ㔠 ඃ 1， 
ἑᮧṇ義 1（JA 㤿㊰ᮧ，1㧗▱大・ᅵబ FBC） 
 

 

࠙┠ⓗࢬࣘ ࠚᯝᐇには㸯ಶ࠶たࡾ⣙ 30 ಶの✀子ࢀࡲྵࡀているࡀ㸪ࡑの利用にࡘいてはとࡉ࡞ࢇ

ࢀࡇࠋたࡁてࡗに᭷ຠ利用をᅗࡧࡽ࡞の機能ᛶの究᫂ࡑ㸪ࡋᙜ農༠࡛は✀子Ἔを᥇ྲྀࠋたࡗ࡞ࡇてࢀ

る୍᪉㸪ࢀࡉにࡽ᫂ࡀ࡞ー作用ࢠルࣞᢠࡧࡼ࠾ン生成ᢚ制作用ࢽいてメラ࠾子Ἔに✀ࢬ㸪࡛ࣘࡲ

化⢝ရཎᩱࢺࡧࡼ࠾リーࢺメン࢜ࢺイルとࡋてのᐇ用化ࡀᅗࢀࡽてࡁたࠋᅇ㸪ࣘࢬ✀子ἜのᏳᛶ࡞

いて㸪内㒊ᶆ‽を用いたࡘ㸪ගឤ作作用を᭷するフロクマリン㢮にࡽにရ質管⌮のどⅬࡧࡽ GC-MS ࠾

ࡧࡼ LC-MS にࡼる分析ἲのタᐃࡧࡼ࠾ᕷ㈍の✀子Ἔの分析を⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ GC-MS 分析に࠾いて㸪᪤ሗ 1)の 5 ✀㢮のフロクマリンのにᅇ Angelicin㸪Osthol㸪
Trioxalen をຍ࠼た୍ᣓ分析ἲを᪂たにタᐃࡋたࠋXanthotoxin㸪Bergapten㸪Isopimpinellin のヨࢇとࡀ

ᩱ᳨࡛ฟࢀࡉたࡀ㸪とࡃにᮍ⢭〇ࣘࢬ✀子Ἔに 300 mg/kg ௨ୖ᳨ฟࢀࡉた୍ࠋ᪉㸪Bergamottin (BEM) と
6’,7’-Dihydroxybergamottin (DHB) の分析には島ὠ LC-20A Prominence ࡧࡼ࠾ Thermo LTQ XL を㸪࢝ラ࣒

は Acclaim 120 (C18, 2.1 mm�150 mm) を用ࡋたࠋHPLC の⛣ື┦は 0.1㸣㓑酸Ỉ⁐ᾮ－メタノールのグ

ラࢹィエンࢺ᪉ᘧとࡋたࠋᶆ‽ᾮにࡼる᳨㔞⥺はⰋዲ࡞┤⥺ᛶを♧ࡋ㸪ኚືಀᩘは 1㸣௨ୗ࡛ࡗ࠶たࠋヨ

ᩱ分析の⤖ᯝ㸪DHB は᳨ฟ࡛㸪BEM はᮍ⢭〇✀子Ἔに 3㹼4 mg/kg ⓶ᮍ⢭〇✀子Ἔをࠋていたࢀࡲྵ

に┤᥋ሬᕸするሙ合は㸪ࡑの⃰ᗘに配៖するᚲ要ᛶࡀ♧၀ࢀࡉたࠋ 
 1) ྜྷ㔠㸪⇃㇂㸪ἑ村㸸ロマテラࣆー学㞧ㄅ㸪1�㸪54-62 (2015). 

 
 
 

㹁－㸲 ኳ↛ࢱ・ࢻࣀ࣎ࣛࣇキシ࢛ࣜࣇンࡢ学ⓗ≉ᛶ⏕య⏝ᛶࡢゎᯒ 
ᑠụὈ，ࡿࡦ᪂ۑ 1，Ἑ合親 2 
（徳島大㝔・ᰤ㣴⏕，1三⳻ࢣミ࢝ルࣇー2，ࢬ徳島大㝔・་ṑ⸆） 
 

 

࠙┠ⓗࠚフラボノイドはᇶᮏ構㐀の㐪いにࡾࡼᵝ࡞ࠎタイࣉに分㢮ࢀࡉるࡀ㸪ࡑのᇶᮏ㦵᱁の㐪いと生

体利用ᛶࡸ機能ᛶとの関㐃ᛶにࡘいては᫂☜にࡗ࡞てい࡞いࠋᮏ研究࡛は㸪࢝ラマࢶにྵࢀࡲているタ

キシフ࢛リン（Tax）ࡧࡼ࠾ Tax とྠࡃࡌ 3,3’,4’,5,7 にỈ酸ᇶを᭷する࣌ンタࣄドロキシᆺのフラボノ

イド࡛࠶るࢣルࢳࢭン（Q）㸪エ࢝ࣆテキン（EC）㸪シࢽジン（Cya）にࡘいて㸪ࡽࢀࡇの化学ⓗ≉ᛶࡸ

生体利用ᛶにࡘいてẚ㍑᳨ウするࡇとを┠ⓗとࡋたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ 4ࠚ ✀㢮のフラボノイドのラジ࢝ルᤕᤊ活ᛶにࡘいて DPPH ἲを用いて᳨ウࡋたとࢁࡇ㸪Tax
のラジ࢝ルᤕᤊ活ᛶはの༙分⛬ᗘ࡛ࡗ࠶たࡲࠋた㸪生⌮᮲௳ୗ（PBS 中㸪37Υ）࡛のᏳᐃᛶにࡘいて

᳨ウࡋた⤖ᯝ㸪Q は㢧ⴭに分解ࡋたࡀ㸪Tax はᴟࡵてᏳᐃ࡛࠶るࡇとࡀ᫂ࡽとࡗ࡞た࡛ࡇࡑࠋ㸪Q と

Tax に╔┠ࡋ㸪ICR マウス⫶内ᙉ制ᢞࡋた㝿の྾ᛶにࡘいてẚ㍑ࡋたとࢁࡇ㸪ᢞ 30 分ᚋの⾑中

⥲ Q ⃰ᗘࡀ⣙ 2 ȝM て㸪Taxࡋたのに対ࡗ࠶࡛ ࡛は⣙ 13 ȝM とࡾ࡞㸪Tax の

྾ຠ⋡ࡀ㠀ᖖに高いࡇとࡀ᫂ࡽとࡗ࡞たࡲࠋた㸪RAW264 ⣽⬊の✚

ᛶにࡘいて᳨ウを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪Q 㸪Taxࡋ✚㢧ⴭにࡶ᭱ࡀ はࡑの 1/10 ⛬

ᗘ࡛ࡗ࠶た୍ࠋ᪉㸪EC ࡸ Cya ࡛は⣽⬊の✚ᛶはとࢇぢࡗ࡞ࢀࡽ

たࡲࠋた㸪ᮏ研究࡛用いた Tax にࡘいてキラル࢝ラ࣒を用いて HPLC 分析ࡋ

たとࢁࡇ㸪とࡀࢇ 2R3R ᆺ（ྑᅗ）࡛࠶るࡇとࡀ分ࡗたࠋ 
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㹁－㸳 ࣀࢳࢺミࣀ࣎ࣛࣇࡢール㓄⢾యࡢᵓ㐀ᢠ㓟ᛶ 
୰⩧ኴۑ 1,2，ᮌᮧⱥே 1，▼ཎ᭸ᜨ 1，ᅭᒸ┿ᕹᏊ 1，ᑠᕝᬛྐ 1，ᆅ㜰ග⏕ 2,3，

ᶓ⏣一ᡂ 2,3（1ᑑ〇Ⳬ（ᰴ），2㫽ྲྀ大㝔・㐃㎰，3島᰿大・⏕㈨⛉） 
 

 

࠙┠ⓗࢳࢺࠚノミはࢳࢺノキの✀子࡛࠶るࢳࢺࠋノミは㣰ࡸᅋ子࡞の㣗ရཎᩱとࡋて利用ࢀࡉているࠋ

るࢀࡲにྵ⓶✀ࡸンのエスシンࢽポࢧて㸪ᐇにᒁᅾするࡋノミの機能ᛶ物質とࢳࢺは㸪ࠎにᡃ࡛ࡲࢀࡇ

てࢀࡉいてሗ࿌ࡘノミᢳฟ物のᢠ酸化ᛶにࢳࢺ㐣ཤに㸪ࠋたࡁてࡋいてሗ࿌ࡘジンにࢽシࢺンロࣉ

いるࡀ㸪活ᛶ成分のヲ⣽は᫂ࡗ࠶࡛ࡲࡲ࡞たࠋᅇ㸪ࢳࢺノミ体㸪⓶ࢳࢺノミ㸪✀⓶のࢀࡒࢀࡑ

に⏤᮶するᢠ酸化ᛶ物質の構㐀をỴᐃྛࡋ成分のᢠ酸化ᛶを᳨ウࡋた࠙ࠋ᪉ἲࡧࡼ࠾⤖ᯝ ノミ体㸪ࢳࢺࠚ

⓶ࢳࢺノミ㸪ࡧࡼ࠾✀⓶のྛ⤖⇱物を㸪ࢺࢭン/Ỉ/㓑酸 (70:29.5:0.5, v/v) のΰ合⁐፹࡛ᢳฟࡋた

ᚋ 㸪 ྛ ᢳ ฟ 物 の ᢠ 酸 化 能 を hydrophilic oxygen radical absorption capacity (H-ORAC) ἲ と

1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl (DPPH) ラジ࢝ルᾘཤ能࡛ホ౯ࡋたࠋ✀⓶の H-ORAC ್は⓶ࢳࢺノミの 3
ಸ࡛ࡗ࠶たࡀ㸪DPPH ἲ࡛は 23 ಸ高ࡗたࢀࡇࠋは㸪✀⓶と⓶ࢳࢺノミにྵࢀࡲているᢠ酸化成分ࡀ

㸪✀⓶には高分子ࢁࡇたとࡋグラフィー (GPC) ࡛ྛᢳฟ物を分析ࢺルᾐ㏱クロマࢤࠋとを♧すࡇる࡞␗

化合物ࡀにྵࢀࡲてࡾ࠾㸪௨๓ሗ࿌ࡋたとࡾ࠾㸪✀⓶࡛は A-タイࣉのࣉロンࢺシࢽジンࡀᢠ酸化

ᛶの活ᛶᮏ体と⪃ࢀࡽ࠼た୍ࠋ᪉㸪⓶ࢳࢺノミ࡛は㸪GPC㸪㉸高㏿ᾮ体クロマࢺグラフィー－エࣞク

ル (NMR), 13C-NMRࢺク࣌ン化㣕⾜㛫ᆺ質㔞分析ィ㸪1H-᰾☢気ඹ㬆ス࢜ー᪉ᘧイࣞࣉロスࢺ 成࡛࡞

分の構㐀解析をࡋたとࢁࡇ㸪8 ノミ⏤᮶のᢠ酸化ᛶをࢳࢺのࡽࢀࡇࠋたࡋのフラボノール配糖体を☜ㄆࡘ

᭷するフラボノール配糖体は㸪㣗ရ⏤᮶のᢠ酸化物質とࡋて㣗ရῧຍ物࡞の応用ࡀᮇᚅ࡛ࡁるࠋ 
 
 
 

㹁－㸴 㟁Ẽ学ⓗᢠ㓟ຊホ౯ἲࡢ㛤Ⓨ㣗ရศᯒࡢᛂ⏝ 
ᛅ，ዟᮧ༟ྐ⏣ୖۑ 1，㉥℩᪩⣖ 1，㇂ཱྀ⨾⳯ 1，⏣୰⏤Ꮨ 1，㛗㇂ᕝᣅဢ，

島ᮧᬛᏊ，受⏣ᾈஅ 2（㧗▱大・㎰ᯘᾏὒ，1㧗▱大・⌮，2㧗▱大・ᆅᇦ༠ാ）

 
 

࠙┠ⓗࠚ㏆ᖺ㸪㣗ရ㢮ࡸ㣧ᩱ㢮のᢠ酸化ຊをホ౯する᪉ἲの開発ࢀࢃ⾜ࡀているࠋᢠ酸化ຊをホ౯する

࡞᪉ἲとࡋて㸪ORAC ἲࡧࡼ࠾ DPPH ἲ࠶ࡀ࡞るࡽࢀࡇࠋのホ౯ἲは㸪分析機ჾࡀ高౯࡛࠶るⅬ㸪

↹㞧࡞᧯作ࡀᚲ要࡛࠶るⅬࡧࡼ࠾᭷Ⰽのࢧンࣉルࡸᠱ⃮ࡋたࢧンࣉルはṇ☜にホ౯ฟ᮶࡞いⅬ➼ࡀၥ㢟

て㸪POMࡋ㘒体 (POM) の㟁気化学ⓗ酸化㑏ඖ≉ᛶを利用ࢺメタࣞーࢯキ࢜ᙜ研究ᐊ࡛は㸪ポリࠋる࠶࡛
のᖹ⾮㟁のᕪを ᐃするࡔけ࡛ᢠ酸化ຊをホ౯ฟ᮶る㸪Ᏻ౯ࡘ⡆౽࡞ᢠ酸化ຊホ౯ἲを開発ࡋ㸪㣗

ရ分析の応用をヨࡳたࠋ開発ࡋた᪉ἲにࡗࡼて代⾲ⓗ࡞ᢠ酸化物質のᢠ酸化ຊを ᐃࡋ㸪ORAC ἲ࠾

ࡧࡼ DPPH ἲ࡛ᚓࢀࡽたᢠ酸化ຊとの┦関をㄪたࡽࡉࠋに㸪᪥ᮏ㓇のᢠ酸化ຊを㸪ᮏ᪉ἲにࡗࡼてホ

౯ࡋ㸪᪥ᮏ㓇にྵࢀࡲるྛ成分⃰ᗘ➼との関㐃ᛶをㄪたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ ᐃ対㇟とࡋて㸪代⾲ⓗ࡞ᢠ酸化物質とࡋて࢝テキン࡞ 10 ✀㢮㸪᪥ᮏ㓇は⢭⡿Ṍ合ࡀ

50㸣⛬ᗘの 31 ✀㢮を㑅ᢥࡋたࠋPOM ([PVW11O40]4-ࡧࡼ࠾[SV2W10O40]4-) ࡀ生成ࡋているỈ-エタノール⁐

ᾮをㄪ〇ࡋたࡑࠋの POM ⁐ᾮに㸪ᢠ酸化物質࠶るいは᪥ᮏ㓇のࢧンࣉル⁐ᾮをῧຍࡋて㸪㛫ととࡶに

ኚ化するᖹ⾮㟁をㄪたࠋᢠ酸化物質ࡧࡼ࠾᪥ᮏ㓇をῧຍする๓の初ᮇ㟁と㸪ῧຍᚋ⣙ 10 分ࡽ 1
㛫⛬ᗘ࡛Ᏻᐃする㝈⏺㟁とのᕪをㄪたࡑࠋのᖹ⾮㟁のᕪを㸪の᪉ἲにࡗࡼて ᐃࡋたᢠ酸化

ຊの್ࡸ㸪᪥ᮏ㓇のᵝ࡞ࠎ成分⃰ᗘとの┦関関ಀをㄪたࡑࠋの⤖ᯝ㸪開発ࡋた᪉ἲ࡛ࡶ㸪ᚑ᮶の᪉ἲ

とྠ➼ࣞ࣋ル࡛ᢠ酸化ຊをホ౯ฟ᮶るࡇとࡀ♧၀ࢀࡉたࠋ 
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㹁－㸵 徳島県⫱ᡂရ✀ࣇキࢺࣀウࢃ࠶ࠕ㤶ࠖࡢᢠ㓟ᛶ 
㏆⸨（ẚỤ᳃）⨾ᶞ，᪂ᒃ⨾㤶ۑ 1，Დ ⨾ோ 2  
（徳島ᩥ⌮大・ே㛫⏕ά，1徳島㎰ᢏࢭ・㈨※⎔ቃ，2ྜྷ㔝ᕝ㎰ࢭ） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ フキノࢺウは代⾲ⓗ࡞山⳯の୍ࡾ࠶࡛ࡘ㸪⊂≉࡞ⰾ香とⱞを≉ᚩとࡋているࠋ徳島┴࡛は㸪

高ရ質ࡘ㟂要ᮇに✭ྍ能࡛┈ᛶࡀ高いフキノࢺウをᚓる┠ⓗ࡛㸪フキရ✀とࡋて「ࢃ࠶香」を

㑅ᢤ⫱成ࡋているࠋ山⳯は㸪ᵝ࡞ࠎ機能を᭷するࡇとࡀሗ࿌ࢀࡉているࡀ㸪「ࢃ࠶香」の機能ᛶに関す

るሗは↓いࠋᮏ研究࡛は㸪「ࢃ࠶香」のᢠ酸化ᛶをရ✀とẚ㍑᳨ウするととࡶに㸪ᢠ酸化成分を᥈

⣴ࡋたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ  ࠚ 2016 ᖺのに徳島┴ୗ࡛᥇ྲྀࡋたフキノࢺウ（ࢃ࠶香㸪ࡉࡳと）を⤖⇱ᚋに⢊○

⢊○ヨᩱにࠋたࡋ 10 ಸ㔞の 80㸣エタノールをῧຍࡋ㸪37Υ࡛ 30 分㛫┞ᢳฟᚋ㸪㐲心分㞳にୖࡾࡼΎ

をᚓたࡇࠋの᧯作を 3 ᅇ⧞ࡾ㏉ࡋてᚓࢀࡽたୖΎを⃰⦰・ᐃᐜࡋたࡶのをᢳฟᾮとࡋたྛࠋᢳฟᾮにࡘ

いて㸪ᢠ酸化ᛶのᣦᶆとࡋて DPPH ラジ࢝ルᾘཤ活ᛶを ᐃࡋたࡑࠋの⤖ᯝ㸪「ࢃ࠶香」ᢳฟᾮは高い

ᢠ酸化活ᛶを♧ࡋたࠋḟい࡛㸪「ࢃ࠶香」にྵࢀࡲるᢠ酸化成分を DPPH-HPLC ἲにࡾࡼ᥈⣴ࡋ㸪」ᩘ

のᢠ酸化成分をྵࣆࡴークのᏑᅾをㄆࡵたࣆࡽࢀࡇࠋークにྵࢀࡲる成分のከࡃは㸪UV-Vis ス࣌クࢺル㸪

LC-MS/MS 解析㸪ࡽࡉにຍỈ分解物のᣲືࡽ Caffeic acid (CA) ㄏᑟ体㢮࡛࠶るࡇとࡀ♧၀ࢀࡉたࠋᶆ

ရとのẚ㍑ࡽ㸪5 の成分をࡘ 5-caffeoylquinic acid (5-CQA)㸪CA㸪3,4-diCQA㸪3,5-diCQA㸪ࡧࡼ࠾ 4,5-diCQA
とྠᐃࡋたࡽࡉࠋに㸪フキノࢺウのᢠ酸化活ᛶに関するࡽࢀࡇ CA ㄏᑟ体㢮のࡕ࠺㸪ྵ ᭷㔞とᶆရのᢠ

酸化活ᛶࡽ 5-CQA ࡸ 3,5-diCQA のᐤࡀ大ࡁいࡇとࡀ᫂ࡽにࡗ࡞たࠋ      
 
 
 

㹁－㸶 徳島県⏘㣗⏝᳜≀クࢠࢧ &OeUoGeQGUXm WULFKoWomXm ࢞ࡢン⣽⬊ቑṪᢚไ 
ᮡ ➛，㔠 ⰾ⏕ۑ 1，ᶓᕝஂᕫ⏨ 1，ᑠᒣಖኵ 1 
（徳島大㝔・⥲合⛉学，1徳島大㝔・⏕≀㈨※） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᆅᇦの活ᛶ化はᚲ㡲࡛ࡾ࠶㸪ᆅᇦの農⏘物の᭷用ᛶࡑࡸのᗫᲠ物ࡸᮍ利用㒊の利用ࡀᮃࢀࡲて

いるࠋ徳島┴す㒊の山㛫㒊に置する㑣㈡⏫ྠࡶᵝ࡛࠶る࡛ࡇࡑࠋ徳島┴㑣㈡⏫࡛᥇ྲྀࡋた㣗用植物㸶✀

（࣡ラࣅ㸪ⴥ࣡ࣅࢧ㸪ࢮンマイ㸪イタドリ㸪スイࣂ㸪ドクࢲミ㸪クࣞࢯン㸪クࢠࢧ）と᯿ᶲ（ᰆ香）のⴥ

のィ㸷✀にࡘいて࢞ン⣽⬊ቑṪᢚ制を᳨ウࡋ㸪イタドリ㸪スイࣂ㸪クࢠࢧに㢧ⴭ࡞ຠᯝを☜ㄆࡋたࠋᅇ

 ࠋたࡋン⣽⬊ቑṪᢚ制を᳨ウ࢞いてࡘに (Clerodendrum trichotomum) ࢠࢧに㸪徳島┴㑣㈡⏫⏘のクࡽࡉ
࠙᪉ἲࠚクࢠࢧⴥは⇱ࡋてメタノール࡛ᢳฟࡋたࠋメタノールᢳฟ物を Dimethyl sulfoxide (DMSO) に
⁐解ࡋ㸪ᇵ㣴開ጞにῧຍࡋた࢞ࠋン⣽⬊は៏ࢺࣄᛶ㦵㧊ᛶⓑ⾑⣽⬊ᰴ K562 とࢺࣄ大腸࢞ン⣽⬊ᰴ

CACO-2 を用いた10ࠋ㸣FBSῧຍRPMI-1640 ᇵᆅ࡛ 37Υ・CO2 5㸣࡛ᇵ㣴ࡋたࠋቑṪはMTTἲ࡛㸪Cell Cycle
は Propidium iodide (PI)ᰁⰍ࡛ DNA 㔞を㸪Apoptosis の☜ㄆは Annexin-V-FLUOS ᰁⰍ࡛ ᐃࡋたࠋ 
࠙⤖ᯝ K562ࠋたࡋい⃰ᗘ (ࠥ200 µg/mL) ࡛ቑṪᢚ制を᳨ウ࡞ṇᖖ⣽⬊にᙳ㡪のࠚ には 20µg/mL ࡛㸪CACO-2
には 30 µg/mL ࡛㸪ቑṪの㐜ᘏにࡗࡼて 80㸣ቑṪをᢚ制ࡋ㸪ࢀࡑ௨ୖの⃰ᗘ࡛はቑṪを㜼Ṇࡋた30ࠋ µg/mL
࡛は㸪K562㸪CAC-2 の Cell cycle を G2/M ᮇ࡛Ṇࡋた （ᇵ㣴 24 㛫ᚋ）ࠋK562 ࡛は⃰ᗘ౫Ꮡⓗに Apoptosis
㑣ࠋるす⌮ᩱてࡋࡽࡉにỈていࡀࡵたࡘࡶ㸪ᝏ⮯をࡀる࠶科の㣗用植物࡛ࢯはシࢠࢧクࠋたࢀࡉㄏᑟࡀ

㈡⏫࡛はクࢠࢧとジࣕ࢞イモを⅕いたᩱ⌮࠶ࡀるࡀ㸪は㣗ࢀࡽてい࡞いࠋᚋはຍ⇕ࡋたのຠᯝを

ぢた࡛࠼࠺㸪クࢠࢧの機能ᛶと᭷用࡞㣗ࡋ᪉を♧ࡋてᆅᇦ࡛の利用をಁすணᐃ࡛࠶るࠋ 
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㹂－１ ࣜポከ⢾（LPS）ࡢ㓟ᛶࢥ⢾㙐ࡢ合ᡂ◊✲ 

 一ᰗ ๛，ᡂᮏ⿱ᩥ，㔝ῧᮍ᮶（㫽ྲྀ大・㎰）ۑ

 

 

 

࠙┠ⓗࠚグラ࣒㝜ᛶ⣽⳦ࡀ⣽⬊እ⭷にリポከ糖 (LPS) を⏘生するࠋLPS には構㐀ኚ␗ࡀᑡ࡞いコ糖㙐

㡿ᇦࡀᏑᅾࡋ㸪ࡑの構㐀はᒓにࡗࡼて␗࡞るࠋ㏆ᖺコ糖㙐ࡀ免疫ཎᛶを♧すࡇとࡀ᫂ࡽにࡾ࡞㸪ࡑ

のエࢺࣆーࣉ解᫂のほⅬࡽ༢୍構㐀の糖㙐ࡀᚲ要とࡗ࡞ているࠋᡃࠎは Neisseria ᒓをモࢹルとࡋてコ

に࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡾ࠾࡛ࢇ⤌ࡾ糖㙐のຠ⋡ⓗ合成ἲの開発にྲྀ 3-deoxy-D-manno-oct-2-ulosonic acid (Kdo) の
合成㸪ࡧࡼ࠾ Kdo2 糖ㄏᑟ体 1 と中ᛶ糖をຍ࠼た分ᒱ 3 糖合成を㐩成ࡋてࡁたࠋᮏ研究࡛は㸪ࡇの⤒㊰࡛

の合成㝈⏺を᥈るた࢜ࡵリࢦ糖౪体を用い㸪ࣈロࢵク⦰合にࡼるコ糖㙐合成をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ࢜ࠚリࢦ糖౪体とࡋて Heptose ୖのಖㆤᇶ࡞␗ࡀる┤㙐ᆺ㸪ࡧࡼ࠾分ᒱᆺを作成ࡋ㸪⦰合

反応をヨࡳるࡇととࡋたࠋ┤㙐࢜リࢦ౪体࡛は⤖合置㸪ಖㆤᇶの✀㢮をၥࣈࡎࢃロࢵク⦰合ྍࡀ能

糖౪体ࢦリ࢜て分ᒱ࠼ຍࠋたࡗ࠶࡛ 2 との⦰合ࡶⰋዲ࡞⋡࡛ᚓࢀࡽ㸪㐃⥆分ᒱࡋた࢜リࢦ糖 3 の合

成ࡀ㐩成࡛ࡁたࢀࡇࠋにࡾࡼ LPS のコ糖㙐合成࡛は㸪Kdo の 4 に糖をᑟධᚋ 5 に࢜リࢦ糖をᑟධ

する᪉ἲࡀ合成⤒㊰の 1  ࠋたࡗ分ࡀとࡇᚓるࡾ࡞とࡘ

 
 

 
 
 

㹂－㸰 Bracteanolide A ཬࡧ㢮⦕యࡢ合ᡂࡢࡑ⏕⌮άᛶ 
㑓 ⪷，㔝ୗಇᮁ⏣ۑ 1，三ᾆ㤶⧊，⏣❶༤ 1 

（県ᗈ大㝔・⏕シスࢸム，1県ᗈ大・⏕⎔ቃ） 
 

 

࠙┠ⓗ࣒ࠚラࢧキ࢜モࢺ (Tradescantia spathacea) ࡽ༢㞳ࢀࡉた bracteanolide A(1)は PTP1B 㜼ᐖ活ᛶを

♧すࡇとࡀሗ࿌ࢀࡉている1ࠋ) ᡃࠎは࡛ࡲࢀࡇに合成の࡞い bracteanolide A ཬࡑࡧの㢮⦕体 (2a�) を
合成ࡋ㸪構㐀活ᛶ┦関を解᫂するࡇとを┠ⓗとࡋたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚTao の᪉ἲࡽ 2)を用いて㢮⦕体 3a� の合成をࡋたࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ㸪㢮⦕体 3 ࡽ 1 

のኚཬࡧ㢮⦕体 4 ࡽ 2 の⤖ᯝࡑࠋたࡳἲ࡛の合成をヨูࡵたたࡗ࠶のኚはᅔ㞴࡛ He の᪉ἲࡽ 3)

にࡗࡼて㢮⦕体 2 をᚓたࠋ⌧ᅾ㸪ྠἲを用いた bracteanolide A の合成を᳨ウ中࡛࠶るࡲࠋた㸪ᚓࢀࡽた化

合物を用いた生⌮活ᛶヨ㦂を᳨ウ中࡛࠶るࠋ 
 
 
 
 
 
 

1) Hung et al., Fitoterapia, 1�3, 113-121 (2015),  2) Tao et al., J.Med.Chem., ��, 414-423 (2013)  
3) He et al., Tetrahedron Lett., �8, 1034-1036 (2017) 
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㹂－㸱 きࡇࡢᢳฟ≀ࣛࣜࣛࣈーࢳࡢࡽロシࢼーゼ㜼ᐖ≀㉁ࡢ᥈⣴ 
ᡭࡾࡺ 1，Ᏹ部ᑦᶞ 1，㐲⸨┤ᶞ 2，᪩எዪᲈ 2，前ᕝኴ㑻 2，୰᱒  2， 
ୖ㔝⍆ᕭ ཎ ▼ۑ，1 1,2（1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・⳦㢮きࢭࡇࡢ） 
 

 

࠙┠ⓗ はࡽ✀ࡇのࡁࠋはᢸ子⳦㛛にᒓするࡃのከࡑる⳦㢮࡛㸪ࡃࡘとは㸪大ᆺの子ᐇ体を「ࡇのࡁ」ࠚ

ᵝ࡞ࠎ᭷用生⌮活ᛶ物質ࡀ発ぢࢀࡉているࡀ㸪研究対㇟とࢀࡉているのはࡑの୍㒊に㐣ࡎࡂ㸪᪂た࡞化

合物ࡀ発ぢࢀࡉるྍ能ᛶࡶ大ࡁい࡛ࡇࡑࠋ㸪⚾たࡕはᵝࡁ࡞ࠎのࡽ✀ࡇᢳฟ物ライࣈラリーを作成ࡋ㸪

生⌮活ᛶ物質の᥈⣴を⾜ࡗ࡞ているࠋ「⨾ⓑ」は⨾ᐜに࠾ける要࡞関心の୍࠶࡛ࡘるࠋシミࡤࡑࡸ

す࡞に࠾けるⰍ素ỿ╔はメラࢽンの㐣生⏘にࡾࡼ生ࡌるࡑࠋのたࡵ㸪メラࢽン合成に関するࢳロ

シࢼーࢮの㜼ᐖ剤ࡀከࡃの化⢝ရ࡛利用ࢀࡉているࡋࡋࠋ㸪中には⣽⬊ẘᛶを♧すࡶのࡾ࠶ࡶ㸪ຠᯝ

ⓗ࡛Ᏻ࡞化合物ࡀồࢀࡽࡵているࡇࠋの࡞࠺ࡼ⫼ᬒをࡶとに㸪㣗用ࡁのࡇᢳฟ物ࢳࡽロシࢼーࢮ㜼

ᐖ物質をぢฟすࡇとを┠ⓗとࡋたࠋ 
࠙᪉ἲと⤖ᯝࠚ㣗用ࡁのࡇᢳฟ物 95 てࡋL-ドーパをᇶ質とࠋたࡗ⾜ングをࢽルを用いてスクリーࣉンࢧ

酵素反応を⾜い㸪生成ࡋたドーパクロ࣒を྾ගᗘࡽᐃ㔞するࡇとにࢳࡾࡼロシࢼーࢮ活ᛶをホ౯ࡋたࠋ

㜼ᐖࢮーࢼロシࢳᙉいࡶ᭱ࡀᾮᢳฟ物ࢁウジ（Neolentinus lepideus）のᇵ㣴࢜ࢶᢳฟ物の中࡛㸪マࡇのࡁ

活ᛶを♧ࡋた࡛ࡇࡑࠋ㸪ྛ✀クロマࢺグラフィーにࡾࡼマ࢜ࢶウジのᇵ㣴ࢁᾮᢳฟ物ࡽ㜼ᐖ活ᛶ物質

を⢭〇ࡋたࡑࠋの⤖ᯝ㸪化合物 1（9.1 mg）ࡧࡼ࠾ 2（3.5 mg）ࡀᚓࢀࡽたࠋ分ග学ⓗᡭἲにࡾࡼ構㐀を

解析ࡋたとࢁࡇ㸪1 と 2 は㸪いࡶࢀࡎ᪂つのࣄドロキノンㄏᑟ体とุ᫂ࡋたࢀࡒࢀࡑࠋのࢳロシࢼーࢮに

対する IC50್は 1.0 mM ࡧࡼ࠾ 1.4 mM  ࠋたࡗ࠶࡛
 
 
 

㹂－㸲 ࣓ࣛࢽン⏘⏕ᢚไຠᯝࢆ᭷ࡿࡍἑ№ᡂศ Alisol B  ゎ᫂ࡢస⏝ᶵᗎࡢ
 㸰㐀ᜨὸ，一㑻，ఀ⸨༓ᑜ１，ᯇ⏣┿ᘺ１，㎷ ᫂ᙪ㸰，▮୰つஅ㸱⏣ྜྷۑ

（ᅄᅜ大・▷大・㣗≀ᰤ㣴，１徳島大㝔・ඛ➃ᢏ⾡，㸰徳島大㝔・⏕≀㈨※， 
㸱ᗈ島大㝔・⏕≀ᅪ） 

 

ᡃࠎは࡛ࡲࢀࡇに㸪ኳ↛素ᮦࡽの⨾ⓑ᭷ຠ成分の開発を┠ⓗとࡋて㸪80 ✀の₎᪉化合物ライࣈラリ

ーのࡕ࠺㸪ἑ№成分࡛࠶る Alisol B ࡋとをぢฟࡇる࠶ン⏘生ᢚ制ຠᯝを᭷する᪂つ生⸆成分࡛ࢽメラࡀ

たࡽࡉࠋに㸪Alisol B はメラࢽン生成酵素࡛࠶るࢳロシࢼーࢮ活ᛶを┤᥋㜼ᐖࡎࡏ㸪ࢳロシࢼーࡑࡸࢮの

㌿ᅉ子࡛࠶る MITF の㑇ఏ子発⌧をᢚ制するࡇとにࡾࡼメラࢽン⏘生をᢚ制するࡇとを᫂ࡽにࡋたࠋ

ᮏ研究࡛は㸪Alisol B のメラࢽン⏘生ᢚ制作用機ᗎにࡘいてマウス B16 メラノーマ⣽⬊ᰴを用いてࡽࡉに

ヲ⣽に᳨ウࡋたࡎࡲࠋ㸪MITF の㌿ㄪ⠇をᢸ࠺ CREB ཬࡧ MITF を分解ࡋメラࢽンの⏘生をᢚ制に制御

する ERK の活ᛶ化にཬࡰす Alisol B のᙳ㡪を᳨ウࡋたࡑࠋの⤖ᯝ㸪Alisol B は forskolin/IBMX ฎ⌮ᚋの

CREB のリン酸化のୖ᪼をᢚ制ࡋたࡀ㸪ERK1/2 ࡛はリン酸化の࡞ࡽࡉるୖ᪼ࡀㄆࢀࡽࡵたࡲࠋた㸪ERK1/2
のୖὶ࡛࠶る MEK1/2 ࡶ࡛ ERK1/2 とྠᵝにリン酸化のୖ᪼ࡀㄆࢀࡽࡵたࡽࡉࠋに㸪MEK ≉␗ⓗ㜼ᐖ剤

る࠶࡛ U0126 ࡛ฎ⌮するࡇとにࡾࡼ㸪Alisol B にࡾࡼ発⌧ࡀῶᑡࡋた MITF の発⌧のᅇࡀㄆࢀࡽࡵたࠋ

௨ୖの⤖ᯝࡽ㸪Alisol B は PKA/CREB ⤒㊰をᢚ制するࡇと࡛ MITF の発⌧を㜼ᐖするととࡶに㸪

MEK/ERK ⤒㊰を活ᛶ化ࡋて MITF を分解するといࡗた 2 ✀㢮の作用機ᗎをࡋて㸪メラࢽンの⏘生をᢚ

制ࡋているࡇとࡀ᫂ࡽとࡗ࡞たࠋᚋ㸪ἑ№成分࡛࠶る Alisol B ࡋン⏘生ᢚ制剤とࢽメラ࡞Ᏻࡾࡼࡀ

て᭷用࡞⨾ⓑ素ᮦの開発に㈉⊩࡛ࡁるྍ能ᛶࢀࡉ♧ࡀたࠋ 
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㹂－㸳 ⣽⬊Ṛ㛵㐃ࣉロࢸンキࢼーゼ DRAK1  ⣽⬊内ᒁᅾᶵᵓࡢ
大ୖ⳯，ᮧୖᙬⰋ，㎷ ᫂ᙪۑ 1，㐀ᜨὸ 1 
（徳島大㝔・ඛ➃ᢏ⾡，1徳島大㝔・⏕≀㈨※） 
 

 

࠙┠ⓗࠚDeath-associated protein kinase（DAPK）ファミリーは Ser/Thr キࢼーࢮの୍ࡾ࠶࡛ࡘ㸪⣽⬊Ṛを

はࡵࡌとするከᙬ࡞生⌮機能に関ࡋているࡇࠋのファミリーにᒓする DAPK-related apoptosis inducing 
protein kinase 1（DRAK1）はᰁⰍ体㌿ᗙษ᩿Ⅼ㏆ഐに置ࡋ㸪ࢺࣄにはᏑᅾするࡀ㸪ࡗࡆṑ㢮にはᏑᅾࡋ

ーࣂのファミリーメンࡇࠋているࢀࡽ知ࡀとࡇーシスをಁ進するࢺポ㸪ࡾ࠶㑇ఏ子࡛࡞ークࢽいࣘ࡞

の DAPK1 は㸪Ser-308 の⬺リン酸化をక࠺⣽⬊質⛣⾜にࡗࡼて活ᛶ化ࡋ㸪⣽⬊㦵᱁ືែ࡞の生⌮機能

に関するࡇとࡀሗ࿌ࢀࡉているࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ㸪DRAK1 のᒁᅾཬࡧポࢺーシス制御機構のヲ⣽はᮍ

ࠋた࠙ࡋの解᫂を┠ⓗとࡑ㸪ᮏ研究࡛はࡾ࠶࡛ࡲࡲ᫂のࡔ ᪉ἲ・⤖ᯝࡎࡲࠚ㸪ࢺࣄ㦵⫗⭘⏤᮶ U2OS ⣽

⬊に Strep タグ DRAK1 を㑇ఏ子ᑟධࡋ㸪免疫⣽⬊ᰁⰍにࡑࡾࡼの⣽⬊内ᒁᅾをㄪたࠋ㔝生ᆺ DRAK1
はに᰾にᒁᅾࡋたのに対ࡋて㸪N ᮎ➃ഃのሷᇶᛶミノ酸ṧᇶにᐩࡔࢇ㡿ᇦ（93RKRRKG）を Ala 置

たࡋ DRAK1 K94A/R95A/R96A ཬࡧ C ᮎ➃ഃのሷᇶᛶミノ酸ṧᇶにᐩࡔࢇ㡿ᇦ（395SKRFK）を Ala に
置ࡋた DRAK1 K396A/R397A は⣽⬊質にᒁᅾࡋたࡲࠋた㸪C ᮎ➃㡿ᇦ（395SKRFK）中にᏑᅾする PKC
の᥎ᐃリン酸化㒊 Ser395を Asp に置ࡋたᨃఝリン酸化ኚ␗体 DRAK1 S395D 㸪PKCࡋ⣽⬊質にᒁᅾࡶ
活ᛶ剤࡛࠶る PMA ࡸ OAG ่⃭にࡗࡼて㔝生ᆺ DRAK1 は᰾ࡽ⣽⬊質⛣⾜するࡇとࡀ᫂ࡽとࡗ࡞

たࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝࡾࡼ㸪DRAK1 は⣽⬊እ่⃭に応⟅ࡋて⣽⬊内ᒁᅾ制御をཷけ㸪㏻ᖖ᰾内に࠾いて機能

するࡇとࡀ᥎ ࢀࡉたࠋ⌧ᅾ㸪DRAK1 ⤖合タンパク質の᥈⣴を⾜ࡗてࡾ࠾㸪ేࡏてሗ࿌ࡋたいࠋ 
 
 
 

㹂－㸴 13C ᶆ㆑ࡓࡋ D-Glu ⥺ࡓ࠸⏝ࢆ &DeQoUKDbGLWLV eOeJDQV ミンࢱࣅࡢ C ⏕合ᡂ 
⤒㊰ࡢゎ᫂ 
ᰗᮏ⥤Ꮚ，ཎ ᐶె，ᒸᮏዉ✑，⨾⸨༤，ྜྷ⏣一，ဴ⾜⏣⸭ۑ 1，▼ཎ ，

▼ᕝᏕ༤ 2，Ώ㎶ᩥ㞝（㫽ྲྀ大・㎰，1㫽ྲྀ県⏘ᢏ2，ࢭ島᰿大・⏕ᕤ） 
 

࠙┠ⓗࠚ↓⬨᳝ື物࡛࠶る⥺ࣅࡶタミン C（VC）を生合成࡛ࡁるࡇと᭱ࡀ㏆ሗ࿌ࢀࡉたࡀ㸪ࡑの生合

成⤒㊰は࡛᫂࠶る့ࠋ乳ື物と植物の VC の生合成⤒㊰は᪤に᫂ࡽにࢀࡉてࡾ࠾㸪とࡶに D-グルコ

ース（D-Glu）を初発物質とࡋて合成ࢀࡉるࡀ⤒㊰は␗ࡗ࡞てࡾ࠾㸪ື物࡛は D-Glu の 1 のⅣ素は VC
の 6 と㌿ࡇ࠾ࡀるࡀ㸪植物࡛は㉳࡞ࡽࡇい࡛ࡇࡑࠋ㸪1 のⅣ素を 13C ࡛ᶆ㆑ࡋた D-Glu を࠼た

⥺ࡽ合成ࢀࡉた VC のの㒊分にᶆ㆑ࢀࡉた 13C をるࢀࡲ㎸ࡾྲྀࡀ GC-MS を用いて解析ࡋたࠋ 
࠙᪉ἲ13ࠚC ࡛ᶆ㆑ࡋた D-Glu を 2㸣ྵࡴ M9 ᇵᆅ࡛ᇵ㣴ࡋた大腸⳦ OP50 ᰴを㣗㣵とࡋ㸪⥺をᇵ㣴ࡋ

たࠋ⥺ࡾࡼ 0.5 mM butylated hydroxytoluene をྵࡴメタノール࡛ VC をᢳฟࡋ㸪⇱ᚋ㸪ࢺリメࢳルシ

リル化ࡋたࢀࡇࠋを GC-MS にࡾࡼ分析ࡋたࡲࠋた㸪1 のⅣ素を 13C ࡛ᶆ㆑ࡋた D-マンノース（D-Man）
をྲྀࡾ㎸ࡏࡲたホウࣞンࢯウྠࡶᵝに分析ࡋたࠋ 
࠙⤖ᯝࠚ⥺ࡧࡼ࠾ホウࣞンࢯウඹにᶆ㆑化合物ࡽ VC 㸪⥺のࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋていたࢀࡉ合成ࡀ VC
には 6 をྵࡴとࢀࡉているフラグメンࢺイ࢜ンに 13C ウ࡛はࢯ㸪ホウࣞンࡋていたのに対ࢀࡲ㎸ࡾྲྀࡀ

た့乳ື物とྠᵝの⤒㊰࡛ࡲࡶ㸪⥺ࡾࡼ௨ୖの⤖ᯝࠋたࡗ࡞ていࢀࡲ㎸ࡾྲྀ VC ているࢀࡉ生合成ࡀ

ࡀ᫂ࡽとࡗ࡞たࠋ⌧ᅾ㸪့乳㢮の VC 生合成に関ࢃる酵素と┦ྠᛶを♧す㑇ఏ子を᳨⣴ࡋ㸪RNAi ἲ
にࡾࡼ発⌧をᢚ制ࡏࡉた⥺の VC  ࠋているࡋルの ᐃ࣋ࣞ
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㹂－㸵 ᕼᑡ⢾ࡢ⥺ᡂ㛗㜼ᐖάᛶ－D-ࣉシࢥースฎ⌮ࡿࡼ ATP  ᙳ㡪ࡢル࣋ࣞ
⥤ె，᪂㇂▱ஓ▼ۑ 1，బ⸨ṇ㈨（㤶ᕝ大・㎰，1ឡ大㝔・㎰） 
 
 

 

࠙┠ⓗࠚᕼᑡ糖とは㸪自↛⏺にᏑᅾ㔞のᑡ࡞い༢糖ཬࡑࡧのㄏᑟ体とᐃ義ࢀࡉるࡇࠋのࡕ࠺ D-フラクࢺ

ースの C3 エࣆマー࡛࠶る D-ࣉシコースは㸪⥺ Caenorhabditis elegans の成㛗をᢚ制するࡋࡋࠋ㸪ࡑ

の作用メ࣒ࢬࢽ࢝は࡛᫂は࡞いࡽ⪅₇ࠋは㸪D-ࣉシコース࡛ฎ⌮ࡋた⥺࡛は解糖⣔の㜼ᐖࡀ㉳ࡁ㸪

⣽⬊内 ATP シコースฎ⌮⥺のࣉ-ᮏ研究࡛は㸪Dࠋた࠼⪄とい࡞ているの࡛はࡁ㉳ࡀルにኚ化࣋ࣞ ATP
 ࠋたࡋの௬ㄝを᳨ドࡇ,ࡋルを ᐃ࣋ࣞ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝྠࠚㄪᇵ㣴にࡗࡼてᚓた➨୍ᮇᗂを㸪D-ࣉシコースをྵࡴᾮ体ᇵᆅ࡛ 72 㛫ᇵ㣴ࡋて成

㛗ᢚ制⥺をᚓたࠋD-ࣉシコースをྵ࡞ࡲいᇵᆅ࡛ᇵ㣴ࡋた⥺をコンࢺロールとࡋたࡽࢀࡇࠋの⥺

を㸪⏺㠃活ᛶ剤をྵࡴ⦆⾪ᾮ中࡛ 100Υ㸪15 分㛫ຍ⇕ࡋ㸪ATP のᢳฟを⾜ࡗ࡞たࠋATP ⃰ᗘ ᐃはルシ

フ࢙ラーࢮἲ（ᕷ㈍キࢺࢵ）࡛ ⾜い㸪ᚓࢀࡽた್をタンパク質⃰ᗘ࡛ࡾ㸪ATP ル（µ mol / g protein）࣋ࣞ
とࡋて⤖ᯝをẚ㍑ࡋたࠋ合ィ 11 ᅇの ᐃ⤖ᯝをᖹᆒࡋたとࢁࡇ㸪コンࢺロール㸪D-ࣉシコース 25 mM
ࡧࡼ࠾ 50 mM ฎ⌮⥺の ATP に解糖⣔㜼ᐖࡵた㸪ẚ㍑のたࡲࠋたࡗ࡞ࢀࡽぢࡀᕪ࡞ルには᭷ព࣋ࣞ

剤 2-deoxy-D-glucose (2-DG) をྵࡴᇵᆅ࡛ᇵ㣴ࡋた⥺の ATP ⌮の⤖ᯝ㸪2-DG ฎࡑࠋたࡋルを ᐃ࣋ࣞ

⃰ᗘࡀ高い㸪ATP いて࠾㸪⥺にࡽ௨ୖの⤖ᯝࠋたࢀࡽᚓࡀᯝ⤖࠺るとい࡞ࡃ高ࡀル࣋ࣞ D-ࣉシ

コースの成㛗㜼ᐖメ࣒ࢬࢽ࢝は༢⣧࡞解糖⣔㜼ᐖ࡛࡞いࡇとࡀ᥎ ࢀࡉたࠋ 
 

 
 
 

㹂－㸶 ࢥࣜࢢシルࣀシࢺールホスホࣛࢭミࡢࢻᢳฟ⢭〇 

ᐑᇛ ㄹ，႐⏣Ꮥྐ，㎷ ᶞ，ᑠᬽኴᮁ，⏣୰ ಖ（徳島大㝔・་ṑ⸆）ۑ

 
 

 

࠙┠ⓗࠚグリコシルイノシࢺールホスホࢭラミド（GIPC）は植物に࠾ける要スフィンࢦ⬡質࡛࠶るࠋ

GIPC はከࡃの植物ᛶ㣗ရにྵࢀࡲるࡀ㸪ᬑẁのᦤྲྀ㔞ࡸᾘ化྾のྍྰは࡛᫂㸪⏘ᴗⓗにࡶ利用ࢀࡉ

てい࡞いࠋ研究ࡀ㐜ࢀている⌮⏤の୍ࡘは GIPC の༢㞳⢭〇ἲࡀ開発ࢀࡉてい࡞いたࡵとᛮࢀࢃるࠋᮏ研

究࡛は㸪⡆౽࡞ GIPC の༢㞳᪉ἲを開発するࡇとを┠ⓗとࡋたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚキࣕࢶ࣋をᙜ㔞の ン/Ỉ㸻55㸸20㸸25（v/v/v）のୗᒙ（solventA）ࢧキ࣊/ロパノールࣉ-2

とΰ合ࡋ㸪ホモジࢼイࢬを⾜ࡗたࡇࠋの⁐፹ᢳฟἲ࡛ᚓࢀࡽる㐲心ୖΎは GIPC をྵࡀࡴ㸪大㔞のỈ⁐ᛶ

成分ࡀΰධࡋてࡾ࠾㸪TLC はᅔ㞴࡛ࡗ࠶たࠋクロロホル࣒㸭メタノール㸭Ỉ⣔ࣈࡧࡼ࠾タノール㸭Ỉ⣔

のᾮ㸭ᾮ分配に࠾ける GIPC の᭷機⁐፹の分配⋡は๓⪅࡛ 70㸣㸪ᚋ⪅࡛ 80㸣࡛ࡗ࠶たࡀ㸪ඛの solventA
ᢳฟ物をࡽࢀࡇのᾮ㸭ᾮ分配に౪ࡋてࡶ㸪ዃ㞧物質のᙳ㡪のたࡵ㸪GIPC のᅇ⋡はࢀࡒࢀࡑ⣙ 40㸣㸪⣙

60㸣にṆࡗࡲたࢣࠋイ酸࢝ラ࣒にࡼる solventA ᢳฟ物の分⏬を᳨ウࡋた⤖ᯝ㸪GIPC はメタノール࡛⁐ฟ

する୍᪉࡛㸪大༙のዃ㞧物質はクロロホル࣒/メタノールΰᾮ⏬分に⁐ฟࡋたࡇࠋのࡇとを利用すると⣙

90㸣のዃ㞧物質を㝖ཤするࡇとࡁ࡛ࡀたࠋ௨ୖࢣࡾࡼイ酸࢝ラ࣒クロマࢺグラフィーをᅾࡏࡉるࡇと

࡛ GIPC の༢㞳⢭〇のຠ⋡ࡀ᱁ẁにୖࡀるྍ能ᛶࢀࡉ♧ࡀたࠋ 
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㹂－㸷 ග合ᡂࣞࢵࢻクスࢆࡓࡋගスࣞࢺスᛂ⟅ᶵᵓ 

 டᒸᓠᚿ，ᒸᏳᔞஓ，ᑠᕝ㈗ኸ，⃝ ᘯ，▼ᕝᏕ༤，⏣㝯ۑ

（島᰿大・⏕㈨⛉） 

 
 

 ᙉගୗ࡛のග合成㟁子ఏ㐩⣔（PET）の㐣㑏ඖは活ᛶ酸素✀（ROS）の生成をຓ㛗するࠋROS は⣽⬊

ẘᛶ作用と防御㑇ఏ子ㄏᑟのシグࢼル機能を᭷するたࡵ㸪ࡑの㔞ⓗࣂランスの制御はᴟࡵて㔜要࡛࠶るࠋ

ⴥ⥳体ᆺスコルࣅン酸࣌ル࢜キシࢲーࢮ（APX）を中心とࡋたᢠ酸化⣔と㸪ࢧイクリࢵク㟁子ఏ㐩⣔

（CEF）をࡋたගエࢿルࢠーのᩓ㐓⣔（NPQ）は㸪ග合成ࣞドࢵクス制御の要࡛࠶る࡛ࡇࡑࠋ୧⪅の┦

関ಀを解᫂すࡃ㸪スࢺロマࢳࡧࡼ࠾ラコイド⭷ᆺ APX（sAPX ࡧࡼ࠾ tAPX）と CEF の要コンポー

る࠶࡛ࢺンࢿ PGR5 のከ㔜ኚ␗ᰴを作ฟࡋ㸪ගスࣞࢺス応⟅のᙳ㡪を解析ࡋたࠋ 
 㔝生ᰴ㸪pgr5㸪sapx tapx ࡧࡼ࠾ sapx tapx pgr5 にᙉග（1,500 µmol photons/m2/s）を 24 㛫↷ᑕࡋたࠋ

ࡸの⤖ᯝ㸪㔝生ᰴࡑ sapx tapx とẚ㍑ࡋて pgr5 ࡛はⴥの㏥Ⰽࡀぢࢀࡽ㸪ࢀࡑは sapx tapx pgr5 㢧ⴭࡾࡼ࡛

┦ࡀ㸪୧⤒㊰ࢀࡽぢࡶ࡛௳ス᮲ࣞࢺの⾲⌧ᆺは分༢࡛ගᙉᗘをኚ᭦するኚືගスࡇた㸪ࡲࠋたࡗ࠶࡛

⿵ⓗにാࡇࡃとࢀࡉ♧ࡀたࠋpgr5 ࡛はᙉගୗ࡛の NPQ ㄏᑟࡀᢚ制ࢀࡉるࡀ㸪⯆῝いࡇとに㸪ࢀࡑは sapx 
tapx ラࢺのࡁたとࡋのኚ␗ᰴにᙉගを↷ᑕࡽࢀࡇḟに㸪ࠋたࡗ分ࡀとࡇクグラウンド࡛ᅇするࢵࣂ

ンスクリࢺࣉー࣒ኚ化にࡘいて RNA-seq 解析にࡾࡼㄪたࠋpgr5 ࡛は⇕シࣙࢵク応⟅⣔㑇ఏ子の発⌧ࡀ

㢧ⴭに高ࡗたࡀ㸪ࢀࡑは sapx tapx pgr5 ࢳリࢧとに㸪୕㔜ኚ␗ᰴ࡛はࡇ῝い⯆ࠋたࢀࡉにಁ進ࡽࡉ࡛

ル酸関㐃㑇ఏ子の発⌧ࡀஹ進ࢀࡉたのに対ࡋ㸪ジࣕスモン酸応⟅ᛶの㑇ఏ子はᢚ制ࢀࡉていたࡽࢀࡇࠋ

のスࣞࢺスホルモンのࣂランスኚ化୕ࡀ㔜ኚ␗ᰴの⾲⌧ᆺに関するྍ能ᛶࡀ♧၀ࢀࡉたࠋ 
 
 
 

㹂－10 シロࢼࢬࢼࢾ NADH ຍỈศゎ㓝⣲，AtNUDX6,7 ゎᯒᐃྠࡢస⏝ᅉᏊ┦ࡢ

㔝ὠᫀྐ，⏣㝯，⃝ ᘯ，▼ᕝᏕ༤，ྜྷᮧஓۑ 1，ᑠᕝ㈗ኸ， 
㔜ᒸ ᡂ 2（島᰿大・⏕㈨⛉，1୰部大・ᛂ⏕，2㏆␥大・㎰） 
 

 

࠙┠ⓗᡃࠚ ࢼࢬࢼࢾにシロイ࡛ࡲࢀࡇはࠎ Nudix hydrolase (AtNUDXs) の中࡛㸪NADH に対ࡋてຍỈ分解

活ᛶを᭷する AtNUDX6 ࡧࡼ࠾ 7 ࢀࡒࢀࡑ㸪ࡀ NPR1 ポリࡧࡼ࠾ ADP リボシル化 (PAR) 反応の制御を

にࡽࡉࠋたࡁてࡋ♧とをࡇス応⟅の制御に関するࣞࢺて生物ⓗ/㠀生物ⓗスࡋ AtNUDX6㸪7 の୍㐣ⓗ発

⌧ᰴを用いた解析ࡽ㸪PAR 反応の制御には⣽⬊内 NADH 㸪୍᪉࡛ࡾ࠾てࡋ᥋関┤ࡀル࣋ࣞ NPR1 ౫

Ꮡⓗࢧリࢳル酸 (SA) シグࢼル⤒㊰の制御にはAtNUDX67ࡧࡼ࠾タンパク質とのᅉ子との┦作用ࡀ

㔜要࡛࠶るࡇとࡀ♧၀ࢀࡉた࡛ࡇࡑࠋᮏ研究࡛は㸪酵ẕ two-hybrid ἲを用いて AtNUDX6㸪7 タンパク質

の┦作用ᅉ子の᥈⣴を⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚAtNUDX6 の୍㐣ⓗ発⌧ᰴࡽᚓた cDNA ライࣈラリーを用いてスクリーࢽングを⾜ࡗた

⤖ᯝ㸪AtNUDX6 の┦作用ᅉ子とࡋてప分子㔞 GTPase タンパク質の୍ࡘ (RGP1) をྠᐃࡋた࡛ࡇࡑࠋ㸪

⤌࠼タンパク質を用いた in vitro た⤖ᯝ㸪RGP1ࡗ⾜イをࢭࢵウンࢲルࣉ ࡀ AtNUDX6 と┦作用する

に㸪BiFCࡽࡉࠋたࡋとを☜ㄆࡇ ἲにࡼる解析の⤖ᯝ㸪AtNUDX6 と RGP1 はシロイࢼࢬࢼࢾⴥ⣽⬊内の⣽

⬊質࡛┦作用するࡇとࡀ᫂ࡽにࡗ࡞たࡲࠋた㸪シロイࢼࢬࢼࢾ㔝生ᰴに࠾けるRGP1の発⌧は㸪AtNUDX6
とྠᵝに SA ฎ⌮にࡾࡼ⤒ⓗにቑຍࡋたࡽࡉࠋに㸪SA ฎ⌮ᚋの NPR1 ౫Ꮡⓗ SA 応⟅㑇ఏ子の発⌧㔞は㸪

㔝生ᰴとẚ㍑ࡋて KO-nudx6 ᰴࡧࡼ࠾ KO-rgp1 ᰴ࡛ῶᑡࡋていたࠋ௨ୖࡾࡼ㸪AtNUDX6 は RGP1 とඹᙺࡋ

て NPR1 ౫Ꮡⓗ SA シグࢼル⤒㊰の制御に関ࡋていると⪃ࢀࡽ࠼たࠋ 
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・岡山┴㓇㐀⤌合 

・क岡山┴農ᴗ開発研究ᡤ 

 ー乳ᴗओࣚࣁ࢜・

・∦山化学工ᴗओ 岡山Ⴀᴗᡤ 

 㣗ရओࣖࣂ࢝・

・ओ機能ᛶ㣗ရ開発研究ᡤ 

・༠発酵ࣂイ࢜ओ 

      山口ᴗᡤ生⏘ᢏ⾡研究ᡤ 

・キリンࣅールओ 岡山工ሙ 

・ओ㏆␥᪥ᮏࢶーリスࢺ中ᅜᅄᅜ ᗈ島ᨭᗑ 

・ஂಖ⏣ၟओ ᗈ島Ⴀᴗᡤ 

・ᑑ〇Ⳬओ 

・୕ᰤ源エフエフイओ 

・ओࢧン・クロࣞラ 

・ओᅄᅜ⥲合研究ᡤ 

・ᅄᅜ乳ᴗओ 

・᪂㟷山ओ 

・⚄༠⏘ᴗओ 

・ओ㓩心山根ᮏᗑ 

・ṇओ 山口Ⴀᴗᡤ 

・ओࢯフィ 

・ओ大ឡ 

 

 

 

 

・大⯆⏘ᴗओ 

・大山乳ᴗ農ᴗ༠ྠ⤌合 

・大山࣒ࣁओ 

・大洋香ᩱओ 

・高塚ライフࢧイエンスओ 

・औタグࢳ 

・中ᅜࢣミーओ 

・㫽ྲྀ科学ჾᲔओ 

・㫽ྲྀࢧイエンスओ 

・औ⏣大洋ᇽ 

・᪥ᮏ࢜リーࣈओ 

・ⓑ∻㓇㐀ओ 

・ओ林ཎ 

・औࣅーエ࣒ステーシࣙン 

・ഛ๓化成ओ 

 乳ᴗओࡾࢃࡲࡦ・

・ओị 研究ᡤ 

・ᗈ島ගओ 岡山Ⴀᴗᡤ 

・ओフジ࣡ラテクノーࢺ 

・ओᢇ᱓⌮化 

 ओࣂロテノࣉ・

・ၿ〇⸆ओ 

・マルࢺモओ 

・ᐑୗ㓇㐀ओ 

・ओᐑ⏣⸆ရ 

・ࣖスࣁラࢣミ࢝ルओ 

・ࣖマキओ 

・ओࡔࡲࡸᒇ 

・ඵᖭ物⏘ओ   （༑㡢順） 
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